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今
回
の
発
掘
調
査
は
、
国
土
交
通

省
北
陸
地
方
整
備
局
千
曲
川
河
川
事

務
所
が
計
画
す
る
千
曲
川
築
堤
事
業

に
伴
い
、
平
成
十
八
年
か
ら
平
成

二
十
年
の
十
二
月
ま
で
、
長
野
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
柳
沢
遺
跡
の
発
掘
調
査
は

こ
れ
が
初
め
て
で
し
た
。

○
平
成
十
八
年

　

調
査
範
囲
の
最
も
南
側
か
ら
弥
生

時
代
の
水
田
と
水
路
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
弥
生
時
代
の
水
田
の
発
見
は

市
内
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

○
平
成
十
九
年

　

水
田
の
発
見
さ
れ
た
北
側
に
あ
る

微び
こ
う
ち

高
地
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

調
査
は
、
調
査
範
囲
の
南
側
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
問
題
の
微

高
地
が
調
査
さ
れ
た
の
は
秋
に
な
っ

て
か
ら
で
し
た
。

　

十
月
十
八
日
、
四
区
と
よ
ば
れ
る

調
査
区
の
土
層
を
精
査
中
の
と
こ
ろ

銅ど
う
か戈
が
翌
日
以
降
に
銅ど

う
た
く鐸
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
二
十
二
日
に
記
者
発

表
が
行
わ
れ
、
こ
の
発
見
は
、
全
国

版
の
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
二
十
一
世
紀
最
大
の
考
古

学
的
発
見
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と

さ
さ
や
か
れ
る
ほ
ど
の
大
発
見
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
十
一
月
三
、
四
日
、
遺

跡
が
公
開
さ
れ
、
約
二
千
人
の
皆
さ

ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

銅
戈
が
発
見
さ
れ
た
時
期
は
、
十

月
と
い
う
こ
と
で
秋
も
深
ま
り
、
降

雪
も
心
配
さ
れ
た
た
め
、
正
確
な
調

査
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
銅
戈
と
銅

鐸
が
発
見
さ
れ
た
場
所
を
土
ご
と
切

り
取
っ
て
、
室
内
で
調
査
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

銅
戈
や
銅
鐸
の
出
土
地
点
を
土
ご

と
切
り
取
っ
て
室
内
で
調
査
す
る
こ

と
は
国
内
で
も
珍
し
い
試
み
で
し
た
。

慎
重
に
梱
包
さ
れ
、
長
野
県
立
歴
史

館
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
極
め
て
慎
重
か
つ
正
確

に
行
わ
れ
、
今
後
の
研
究
の
た
め
に

必
要
な
ま
た
と
な
い
デ
ー
タ
が
採
取

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
発
見
さ
れ
た
銅
戈
は

七
本
、
銅
鐸
は
一
個
だ
け
で
し
た
。

青
銅
で
作
ら
れ
た
銅
戈
と
銅
鐸
が
共

に
発
見
さ
れ
た
例
は
全
国
的
に
み
て

も
数
例
し
か
な
く
、
東
日
本
で
発
見

さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

○
平
成
二
十
年

　

調
査
の
最
大
の
目
標
は
、
壊
れ
て

発
見
さ
れ
た
銅
鐸
の
破
片
を
探
す
こ

と
と
、
銅
戈
と
銅
鐸
が
一
緒
に
埋
め

ら
れ
て
い
た
場
所
の
北
側
に
あ
る
礫れ
き

床し
ょ
う
も
っ
か
ん
ぼ

木
棺
墓
の
調
査
を
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

ま
だ
、
他
に
青
銅
器
が
埋
め
ら
れ

て
い
る
地
点
が
な
い
か
、
銅
鐸
片
が

埋
も
れ
て
い
な
い
か
、
金
属
探
知
機

が
導
入
さ
れ
、
調
査
範
囲
が
く
ま
な

く
調
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
す
で
に
掘
り
上
げ
た
土

の
中
に
紛
れ
込
ん
で
い
な
い
か
も
調

査
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
は
、
掘
り
上

げ
た
膨
大
な
土
砂
を
両り
ょ
う
ば刃
鎌
や
手
ば

ち
鍬ぐ
わ

で
砕
き
、
金
属
探
知
機
で
探
す

地
道
な
作
業
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

わ
ら
の
山
か
ら
一
本
の
針
を
探
し
出

す
よ
り
難
し
い
作
業
で
し
た
が
、
毎

日
、
毎
日
単
調
な
作
業
が
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
そ
の
努

力
は
報
わ
れ
、
掘
り
上
げ
た
土
の
中

か
ら
、
三
個
分
以
上
の
銅
鐸
片
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら

を
丹
念
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
す
で
に

発
見
さ
れ
た
銅
鐸
以
外
に
少
な
く
と

も
も
う
三
つ
別
の
銅
鐸
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
銅
戈
七
本
と

一
緒
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
銅
鐸
は
四

個
以
上
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
に
存
在
す
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
た
礫
床
木
棺
墓

の
詳
し
い
調
査
も
更
に
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
礫
床
木
棺
墓
は
穴
を
掘
り
、

底
に
小
石
を
敷
き
詰
め
、
遺
体
の
四

方
を
板
で
囲
ん
だ
埋
葬
方
法
で
合
計

二
十
基
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
の
一
つ
は
墓
全
体
で
縦
約
二
・

五
㍍
、
横
約
二
・
三
㍍
の
大
き
さ
で
、

中
か
ら
管く
だ
た
ま玉
が
こ
れ
ま
で
に
七
十
七

個
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
埋
葬
さ
れ
た

の
は
集
落
の
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
か
っ

た
か
と
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

は
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

柳
沢
遺
跡
お
よ
び
出
土
し
た
遺
物

の
分
析
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
分
析
が
進
む
に
つ
れ
弥
生
時

代
の
中
野
の
地
が
ど
の
よ
う
な
姿

だ
っ
た
の
か
見
え
て
く
る
の
が
楽
し

み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
教
育
委
員
会
歴

史
民
俗
資
料
館
（
☎
�
２
０
０
５
）

柳
沢
遺
跡

特集

柳
沢
遺
跡
は
、
市
の
北
部
、
高
社
山
の
麓
の
柳
沢
地
籍
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
は
、
明
治
時
代
か
ら
知
ら
れ
て
い
て
、
弥
生
時
代
の
管
玉
や
勾
玉
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
19
年
、
こ
の
遺
跡
か
ら
、
銅
戈
・
銅
鐸
が
同
時
に
発
見
さ
れ
一
躍
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

今
月
の
特
集
で
は
、
柳
沢
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
数
々
の
文
化
財
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の

な
ぜ
発
掘
調
査
が

　
　
　
　

行
わ
れ
た
の
か

発
掘
調
査
の
内
容
と

　
　

発
見
さ
れ
た
文
化
財

今
後
は
…

○柳沢遺跡から発見された主な文化財
平成18年 水田と水路

弥生時代

平成19年 銅戈７本
銅鐸片１個分

平成20年 銅鐸片３個分以上
礫床木棺墓20基
管玉７７個以上

柳沢遺跡から
　　　出土した遺物

▲２号銅戈

▲３号銅戈

▲４号銅戈

▲５号銅戈

▲６号銅戈

▲７号銅戈

※
遺
物
は
実
際
の
大
き
さ
と
は
異
な
り
ま
す
。

（写真提供：長野県埋蔵
　　　　　　文化財センター）

▲　

銅
鐸
片

▲礫床木棺墓
▼管玉
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
市
政
に
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
、
ご
協
力

に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
市
の
総
合
計
画
で
は
「
緑

豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文
化
が
香
る
元

気
な
ま
ち
」
を
都
市
像
と
し
、
様
々

な
事
業
を
行
い
地
域
の
均
衡
あ
る
発

展
と
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
私
は
、

「
地
域
医
療
の
充
実
」
を
基
本
ス
タ

ン
ス
と
し
て
、
二
十
四
時
間
体
制
の

電
話
相
談
が
で
き
る「
医
療
相
談
所
」

の
開
設
や
大
学
の
医
局
と
の
関
係
を

密
に
し
て
、
医
師
の
確
保
を
行
う
た

め
各
種
施
策
の
取
り
組
み
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
・
商
工
業
・
観
光
の

振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
売
れ
る
農

業
を
更
に
取
り
組
み
、
生
産
者
の
立

場
に
立
っ
た
施
策
の
推
進
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
及
び
商
工
業
の
活
性

化
策
の
検
討
、
自
慢
の
観
光
と
イ
ベ

ン
ト
を
近
隣
市
町
村
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
効
果
的
に
行
う
な
ど
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
を
更
に
推

進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
誰
も
が

活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、

優
れ
た
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
等

を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
厳
し
い
財

政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
施
設
の

内
容
や
規
模
も
含
め
て
検
討
し
、
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
も
お
聴
き
し
な

が
ら
文
化
施
設
の
建
設
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
本
市
を
練
習
本
拠
地
と
す

る
長
野
県
民
球
団
「
信
濃
グ
ラ
ン
セ

ロ
ー
ズ
」
を
中
心
と
し
た
応
援
の
輪

が
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
も
、
夢
を
持

ち
挑
戦
を
続
け
る
選
手
た
ち
に
、
ぜ

ひ
大
き
な
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
千
曲
川
築
提
事
業
に
伴
っ

て
、
平
成
十
八
年
か
ら
、
柳
沢
遺
跡

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
年
の
十
二
月
を

も
っ
て
現
地
で
の
調
査
は
完
了
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
に
は
弥
生
時
代
の
水

田
と
水
路
が
発
見
さ
れ
、
平
成
十
九

年
に
は
銅どう
戈か
が
七
本
、
銅どう
鐸たく
が
一
個

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
青
銅
で
作
ら
れ

た
銅
戈
と
銅
鐸
が
共
に
発
見
さ
れ
た

例
は
全
国
的
に
み
て
も
数
例
し
か
な

く
、
東
日
本
で
発
見
さ
れ
た
の
は
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
二
十
一
世
紀
最
大
の
考

古
学
的
発
見
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
発
見
で
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
調
査
が
進
み
、

銅
戈
七
本
と
一
緒
に
埋
め
ら
れ
て
い

た
銅
鐸
は
四
個
以
上
あ
る
こ
と
が
判

明
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
基
の
礫れ
き

床し
ょ
う

木も
っ

棺か
ん

墓ぼ

（
お
墓
）
の
詳
し
い
調
査
も
進
め
ら
れ
、

そ
の
中
の
一
つ
は
、
県
内
で
も
最
大

規
模
で
あ
り
、
当
時
の
有
力
な
集
団

の
リ
ー
ダ
ー
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、

管くだ
玉たま
が
七
十
七
個
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
調
査
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ

ま
す
が
、
ま
す
ま
す
こ
の
地
域
が
、

ど
の
よ
う
な
歴
史
を
秘
め
て
い
る
の

か
謎
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
は
、
世

界
的
な
金
融
危
機
の
中
、
財
政
的
に

も
さ
ら
に
厳
し
い
時
代
に
入
り
ま
す

が
、
中
野
市
の
活
性
化
の
た
め
に
、

ま
た
、
美
し
い
中
野
市
を
未
来
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
様
々
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、
大

い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

中野市長

　

今
回
、
四
十
五
回
目
を
迎
え
る

『
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞
優
秀
賞

入
選
曲
発
表
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

応
募
総
数
二
百
曲
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
優
秀
賞
入
選
曲
が
市
内
の

音
楽
団
体
な
ど
に
よ
り
発
表
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
公
演
と
し
て
長
野

市
出
身
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
、

小
林
史
尚
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
入
場
は

無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　長野市出身。東京音楽大学首席卒業･同大学
院修了。トランペットをＮＨＫ交響楽団主席ト
ランペット奏者の津堅直弘氏に師事。日本トラ
ンペット協会創立20周年記念コンクール･アン
サンブル部門第３位。第12回沖電シュガーホー
ル新人オーディション合格。東京ニューシティ
管弦楽団、劇団四季を経て、ＣＭ録音や在京
オーケストラを中心に活動中。

期
日　

一
月
二
十
四
日
㈯

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら　

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

内
容　

入
選
曲
受
賞
者
の
表
彰
、

優
秀
賞
入
選
曲
の
発
表
、
記
念
公
演

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞

　
優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会

▲昨年の発表会の様子

記念公演　
小林史尚演奏会 ～プロフィール～

「
中
野
市
商
工
業
振
興
条
例
」
の

一
部
改
正

　

中
野
市
行
政
改
革
大
綱
実
行
計

画
に
基
づ
き
、
市
税
滞
納
者
に
対

す
る
助
成
金
の
交
付
の
制
限
を
行

う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

「
中
野
市
若
者
住
宅
条
例
」
の
一

部
改
正

　

中
野
市
行
政
改
革
大
綱
実
行
計

画
に
基
づ
き
、
市
税
滞
納
者
に
対

す
る
若
者
住
宅
の
使
用
の
制
限
を

行
う
た
め
及
び
用
語
の
整
備
を
行

う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

「
中
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」

の
一
部
改
正

　

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら

産
科
医
療
補
償
制
度
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
を
見
直
す
「
健
康

保
険
法
施
行
令
」
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
育
児

一
時
金
の
金
額
に
つ
い
て
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
病
院
等
に
お
い

て
出
産
し
た
場
合
に
は
、
加
算
し

た
額
を
支
給
す
る
規
定
を
加
え
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
平
成
二
十
年
度
中
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
」
の
専
決
処
分
報
告

　12月9日から24日まで、16日間の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告１件、条例案３件、予算案５件、
事件案３件、人事案２件のあわせて14件が審議され、いずれも原案
どおり可決、承認等されました。また、意見書などについても審議
されました。ここでは主な内容をお知らせします。

12月の市議会定例会報告

　
条
　
例

《
一
般
会
計
》

　

平
成
二
十
年
度
の
一
般
会
計
予

算
か
ら
、
七
十
二
万
七
千
円
を
減

額
し
て
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
、

二
百
七
億
五
千
八
百
八
十
六
万
八

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
企
画
費
で
、
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
運
行
費
補
助
金

二
三
七
万
余
円
及
び
、
ふ
る
さ
と

振
興
基
金
積
立
金
四
七
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
●
賦
課
徴
収
費
で
、

年
金
特
別
徴
収
に
伴
う
、
住
民
税

シ
ス
テ
ム
改
修
電
算
委
託
料
八
五

七
万
余
円
を
追
加

〈
民
生
費
〉
●
児
童
福
祉
総
務
費

で
、
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
に
伴

う
、
設
計
委
託
料
等
一
二
四
万
余

円
を
追
加
●
保
育
所
費
で
、
園
児

の
増
に
伴
う
、
私
立
保
育
所
運
営

委
託
料
七
一
六
万
余
円
を
増
額

〈
衛
生
費
〉
●
保
健
指
導
費
で
、

妊
婦
健
診
対
象
者
等
の
増
に
伴

う
、
妊
婦
乳
児
健
康
診
査
委
託
料

一
二
二
万
余
円
を
増
額
●
清
掃
総

務
費
で
、
じ
ん
芥
及
び
し
尿
事
業

等
に
係
る
経
費
の
精
査
に
伴
う
、

北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
分
担
金

一
九
三
万
余
円
を
減
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
農
業
総
務

費
で
、
農
業
資
金
融
資
利
子
軽
減

事
業
に
伴
う
、
利
子
助
成
金
等

三
七
万
余
円
を
増
額
●
耕
種
園
芸

費
で
、
地
域
活
性
化
総
合
経
済
支

援
対
策
と
し
て
、
き
の
こ
使
用
済

み
培
地
専
用
ス
ト
ー
ブ
購
入
費
補

助
金
及
び
、
巨
峰
等
ハ
ウ
ス
の
暖

房
効
率
化
に
伴
う
断
熱
シ
ー
ト
設

置
補
助
金
等
一
五
六
万
余
円
を
追
加

〈
土
木
費
〉
●
道
路
新
設
改
良
費

で
、
幹
線
道
路
整
備
に
伴
う
、
道

路
改
良
工
事
費
四
五
八
万
円
を
増

額
●
道
路
橋
梁
維
持
費
で
、
道
路

等
修
繕
工
事
費
五
〇
〇
万
円
及
び
、

維
持
補
修
に
伴
う
、
修
繕
用
材
料

費
五
七
万
余
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

●
公
園
事
業
費
で
、
中
野
小
学
校

旧
校
舎
改
修
工
事
取
り
止
め
に
よ

る
工
事
費
等
五
、
一
二
一
万
余
円

を
減
額

〈
消
防
費
〉
●
消
防
施
設
費
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
施

設
整
備
に
伴
う
、
設
計
委
託
料
等

九
四
万
余
円
を
増
額

〈
教
育
費
〉
●
小
学
校
学
校
管
理

費
で
、
耐
震
補
強
業
務
に
伴
う
事

業
費
組
替
に
よ
る
、
耐
震
補
強
設

計
業
務
委
託
料
等
八
二
万
余
円
を

増
額
●
中
学
校
学
校
管
理
費
で
、

耐
震
補
強
業
務
に
伴
う
事
業
費
組

替
に
よ
る
、
耐
震
補
強
設
計
業
務

委
託
料
等
一
四
五
万
余
円
を
増
額

《
特
別
会
計
》

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
総
務
費
で
、

介
護
認
定
調
査
件
数
の
増
に
伴
う
、

訪
問
調
査
委
託
料
の
増
及
び
、
介

護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
、
電
算

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
の
増
等

六
〇
万
余
円
を
増
額

〈
中
野
財
産
区
事
業
〉
●
総
務
費

で
、
駐
車
場
施
設
整
備
改
修
に
伴

う
、
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
費
一
〇

万
余
円
を
追
加

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
農
業

集
落
排
水
事
業
費
で
、
長
丘
処
理

場
施
設
の
ば
っ
気
攪
拌
装
置
修
繕

と
し
て
、
修
繕
料
四
七
九
万
余
円

を
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
施
設
改
良
費

で
、
事
業
の
確
定
及
び
見
直
し
に

よ
る
栗
和
田
浄
水
場
施
設
整
備
及

び
、
新
水
源
整
備
工
事
な
ど
で
、

五
五
六
万
余
円
の
減
額
●
倭
北
部

簡
易
水
道
施
設
改
良
費
で
、
浄

水
場
濁
度
計
更
新
工
事
と
し
て

三
五
〇
万
円
の
増
額

《
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
》

　
同
委
員
の
欠
員
が
生
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
た
に
黒
岩
守
人
さ

ん
（
永
江
）
を
同
委
員
と
し
て
選

任
す
る
こ
と
に
議
会
の
同
意
を
得

ま
し
た
。
任
期
は
三
年
で
す
。

《
人
権
擁
護
委
員
》

　

町
田
進
治
さ
ん
（
中
央
三
）
の

任
期
が
三
月
三
十
一
日
で
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
同
委

員
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
が
適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

任
期
は
三
年
で
す
。

   

補
正
予
算

　
人
　
事

　
専
決
処
分
の
報
告

第45回

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

小田切　治世
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中
野
市
議
会
で
は
、
議
会
改
革

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
時
代
の

変
化
に
対
応
す
べ
く
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
民
の
皆
様
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
住
民
説
明
会
で
の
意
見
な
ど

を
参
考
に
し
て
、
市
議
会
と
し
て

の
最
終
検
討
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
市
議
会
と
し

て
の
最
終
検
討
結
果
に
対
し
て
、

広
く
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

一
月
二
十
四
日
㈯

　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
の

う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）
中
野
市
議
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
１
６
）

フ
ァ
ッ
ク
ス　

�
５
９
２
２

電
子
メ
ー
ル　

gikai@city.nakano.
nagano.jp

議会改革最終検討結果
　に皆様のご意見をお寄せ下さい

　昨年５月に実施した「議会改革に関するアンケート」結果については、市議会だより平成20年11月号
および中野市議会のホームページ（http://www.city.nakano.nagano.jp/gikai/index.html）で掲載していま
すのでご覧下さい。

○ご意見を募集する事項
検討事項及び検討趣旨・内容 最終検討結果

議員定数について 議員定数については20名とする(賛成多数)
平成21年３月定例会に提案予定

本会議、委員会を豊田支所、北・西部公民
館等で開催することについて

現状どおりとする

本会議を夜間や土、日、祝日に開催する
ことについて

現状どおりとする

政務調査費について 現行どおりとする(月額８千円、年額９万６千円)

検討事項及び検討趣旨・内容 決定事項
質問、答弁の時間について 一般質問は答弁を含めて60分以内とする(平成19年12月議

会から実施中)
正・副議長の立候補制について 正・副議長選挙を立候補制にし、議会全員協議会で所信表

明し、投票によって決める(平成20年４月臨時会から実施中)
議員報酬の適正額について 特別職報酬等審議会において議論していただく
常任委員会、特別委員会及び海外行政視
察の実施について

視察の日当等について

・常任委員会の視察は、１期４年間に２回、原則１年目と
３年目に１人当たり10万円以内で実施する
・特別委員会の視察は、１委員会を予算化し、必要に応じ
て１人当たり３万２千円以内で実施する
・海外視察については引き続き凍結する
・視察の日当については引き続き検討する

議長交際費の公開について 議会ホームページで公開する(平成20年４月から実施中)
議員の資質向上のための講演会、研修会
及び研究会の開催について

他市町村との共催を含め実施している

平成19年８月に市民からいただいた意見
・議員立候補者定年制(70歳)について
・議員の職業について

・市議会議員の被選挙権については、公職選挙法第10条、
第11条及び第11条の２の規定以外に制限できない
・議員の職業は、地方自治法及び公職選挙法の規定により
制限されている

○既に実施している主な事項（参考）

  

趣
旨

  

ご
意
見
の
募
集
期
限

  

ご
意
見
の
提
出
方
法
等

間
千
三
百
七
十
五
円
と
し
、
除
雪

に
要
し
た
時
間
の
合
計
額
と
す
る
。

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
が
必

要
な
方
は
、
市
役
所
福
祉
課
厚
生

保
護
係
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
送
付
致
し
ま
す
。
な
お
、
申
請

書
な
ど
に
は
民
生
委
員
さ
ん
の
確

認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１(

内
線
２
９
５)

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

☎
�
３
１
１
１(

内
線
１
３
０)

　

国
で
は
、
農
業
施
設
加
温
用
燃

油
・
肥
料
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、

こ
れ
ら
の
購
入
費
の
う
ち
、
単
価

増
加
分
に
対
し
て
七
割
を
助
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
燃
油
高
騰
対
策
》

対
象
者　

三
戸
以
上
の
農
家
グ
ル

ー
プ
（
農
協
の
営
農
部
会
や
出
荷

団
体
で
も
可
）

対
象
燃
油　

昨
秋
か
ら
今
春
に
か

け
て
、
施
設
園
芸
の
加
温
に
用
い

る
燃
油

要
件　

施
設
園
芸
用
燃
油
の
使
用

量
を
二
割
以
上
低
減
す
る
技
術

（
内
張
被
覆
の
利
用
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
の
利
用
な
ど
）
に
よ
る
取
り

組
み
の
導
入
。

《
肥
料
高
騰
対
策
》

対
象
者　

三
戸
以
上
の
農
家
グ
ル

ー
プ
（
農
協
の
営
農
部
会
や
出
荷

団
体
で
も
可
）

対
象
肥
料　

昨
年
七
月
か
ら
今
年

六
月
ま
で
の
間
に
購
入
し
た
肥
料

要
件　

○
平
成
二
十
年
産
の
水
稲
の
栽
培

を
行
っ
て
い
た
場
合
、
平
成

農
業
用
燃
油
・
肥
料
高
騰
対
策
支
援
制
度

雪
下
ろ
し
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
積
雪
に
よ
る
住
居
の

倒
壊
や
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、

低
所
得
の
高
齢
者
、
母
子
家
庭
、

お
よ
び
心
身
障
害
者
世
帯
な
ど
に

対
し
て
、
除
雪
（
雪
下
ろ
し
）
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象　

　

屋
根
に
、
お
お
む
ね
七
十
㌢
以

上
積
雪
し
た
場
合
の
雪
下
ろ
し
に

か
か
っ
た
費
用

※
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
村
に
い

る
扶
養
義
務
者
（
子
や
兄
弟
な

ど
）
か
ら
援
助
が
見
込
め
る
場

合
や
、
扶
養
義
務
者
が
雪
下
ろ

し
を
し
た
場
合
は
、
補
助
対
象

中
小
企
業
者
向
け
の

緊
急
保
証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
世
帯　

平
成
二
十
年
度
市
民

税
の
所
得
割
が
課
せ
ら
れ
て
い
な

い
世
帯
で
、
か
つ
、
次
の
①
～
④

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
み
、
お

よ
び
六
十
五
歳
以
上
の
方
と

十
八
歳
未
満
の
方
の
み
の
世
帯

②
母
子
・
寡
婦
世
帯

③
生
計
の
中
心
と
な
る
方
が
、
心

身
障
害
者
で
あ
る
世
帯

④
要
保
護
世
帯
（
生
活
保
護
が
適

用
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
除
く
）

補
助
金
額

　

除
雪
作
業
員
賃
金
を
一
人
一
時

中
野
市
緊
急
総
合
経
済
対
策
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　  

を
設
置
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
世
界
的
な
金
融

不
安
や
景
気
悪
化
へ
の
懸
念

の
広
が
り
を
背
景
と
す
る
経

済
状
況
等
の
悪
化
に
対
し
、

国
、
県
の
経
済
対
策
と
の
整

合
等
を
図
り
な
が
ら
、
市
民

生
活
や
企
業
活
動
の
安
心
・

安
全
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
中

野
市
緊
急
総
合
経
済
対
策
本

部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
支
援
の
た
め
の
相
談
窓

口
の
設
置
お
よ
び
充
実
を
図
り
、

市
民
生
活
、
企
業
活
動
等
へ
の

総
合
的
支
援
、
対
策
を
講
じ
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

設
置
日　

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
五
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

　

国
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん

の
資
金
繰
り
を
応
援
す
る
た
め
、

民
間
金
融
機
関
の
貸
付
に
対
す
る

信
用
保
証
制
度
「
緊
急
保
証
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
指
定
業
種
（
六
九
八

業
種
）
に
該
当
し
、
①
最
近
三
カ

月
間
の
平
均
売
上
高
な
ど
が
前
年

同
期
比
で
三
㌫
以
上
減
少
し
て
い

る
こ
と
、
②
仕
入
れ
価
格
な
ど
が

二
十
㌫
以
上
上
昇
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
製
品
な
ど
の
価
格

に
転
嫁
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

に
あ
る
こ
と
、
③
最
近
三
カ
月
間

（
算
出
困
難
な
場
合
は
直
近
決
算

期
）
の
売
上
総
利
益
率
ま
た
は
平

均
営
業
利
益
率
が
前
年
同
期
比
で

三
㌫
以
上
減
少
し
て
い
る
な
ど
の

中
小
企
業
者
な
ど
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
中
小
企
業
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w.city.nakano.nagano.jp/

中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w.chusho.m

eti.go.jp/

二
十
年
産
の
生
産
調
整
を
達
成

し
て
い
る
か
、
ま
た
は
平
成

二
十
一
年
産
の
生
産
調
整
の
達

成
の
確
約
。

○
肥
料
の
施
用
量
を
二
割
以
上
低

減
す
る
技
術
（
側
条
施
肥
、
育

苗
箱
全
量
施
肥
等
）
の
取
り
組

み
の
導
入
。

申
込
期
限　

一
月
三
十
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
農
政
課
農
政
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

肥
料
関
係　

北
信
地
方
事
務
所
農

政
課
農
村
振
興
係
（
☎
�
０
２
１
０
）

燃
油
関
係　

北
信
地
方
事
務
所
農

政
課
生
産
振
興
係
（
☎
�
０
２
０
９
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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平
成
二
十
一
年
一
月
か
ら
の
産

科
医
療
補
償
制
度
の
開
始
に
合
わ

せ
、
中
野
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
が
出
産
し
た
と
き
の
出
産
育

児
一
時
金
が
、
現
行
の
三
十
五
万

円
か
ら
三
十
八
万
円
に
引
き
上
げ

と
な
り
ま
し
た
。

　

産
科
医
療
補
償
制
度
で
は
、
運

営
組
織
（
日
本
医
療
機
能
評
価
機

構
）
が
契
約
者
と
な
る
損
害
保
険

に
分
娩
機
関
ご
と
に
加
入
し
、
一

分
娩
当
た
り
三
万
円
の
損
害
保
険

料
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
た
め
、

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
分
娩

機
関
で
分
娩
し
た
場
合
、
現
行
の

三
十
五
万
円
に
三
万
円
を
加
算
し

た
三
十
八
万
円
を
支
給
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

申
請
方
法
等
は
従
来
ど
お
り
で

平成21年
１月から

　

市
で
は
、
道
路
維
持
作
業
車
を

配
備
し
、
市
道
の
日
常
点
検
お
よ

び
応
急
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
の
除
雪
作
業
に
備
え

て
、
除
雪
機
械
を
待
機
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
市
道
延
長
も
長
く
、

す
べ
て
の
箇
所
を
常
時
点
検
す
る

の
に
は
限
界
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
通
報
は
事
故
防
止
に
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
な
か
で
、

次
の
事
項
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

直
接
通
報
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

　

次
の
よ
う
な
状
態
を
発
見
し
た

ら
通
報
く
だ
さ
い
。 

①
道
路
が
陥
没 

　
　

大
事
故
に
な
る
可
能
性
も
あ

り
大
変
危
険
で
す
。 

②
道
路
の
舗
装
が
破
損 

　
　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
版
が
破

損
し
、
五
㌢
程
度
の
段
差
が
生

じ
て
大
変
危
険
で
す
。

③
道
路
側
溝
蓋
が
破
損 

④
照
明
灯
の
維
持
管
理 

　
　

交
差
点
の
照
明
灯
の
電
球
が

切
れ
て
い
る
、
日
中
で
も
点
灯

し
て
い
る
な
ど
。 

⑤
大
雨
等
に
よ
る
道
路
災
害
発
生 

　
　

交
通
規
制
を
行
う
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
一
刻
も
早
い
通

報
が
必
要
で
す
。 

⑥
大
雪
時
の
路
面
状
況
悪
化 

　

除
雪
は
、
除
雪
計
画
に
基
づ

き
順
次
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

路
面
凍
結
し
た
橋
面
・
坂
道
等

に
は
融
雪
剤
を
散
布
し
て
お
り

ま
す
の
で
融
雪
剤
散
布
作
業
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。 

　

雪
道
で
は
、
冬
用
タ
イ
ヤ
・

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
装
着
等
の
路

面
状
況
を
考
慮
し
た
自
衛
策
も

必
要
で
す
。
ま
た
、
安
全
運
転

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

市
役
所
道
路
河
川
課
維
持
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
３
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
振
興
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
４
１
）

　

市
役
所
閉
庁
時
間
中
に
、
市
道

の
通
行
に
支
障
を
き
た
す
災
害
お

よ
び
重
大
事
故
、
そ
の
他
緊
急
事

態
が
生
じ
た
場
合
の
連
絡
先

市
役
所
宿
日
直

☎
�
２
１
１
８

す
が
、
三
十
八
万
円
が
支
給
さ
れ

る
の
は
、
こ
の
制
度
に
加
入
し
て

い
る
分
娩
機
関
で
出
産
し
た
場
合

で
す
の
で
、
そ
の
他
の
場
合
は

三
十
五
万
円
の
支
給
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

分
娩
に
関
連
し
て
発
症
し
た
重

度
脳
性
麻
痺
児
に
対
す
る
補
償
の

機
能
と
脳
性
麻
痺
の
原
因
分
析
・

再
発
防
止
の
機
能
と
を
併
せ
持
つ

制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

○
分
娩
機
関
と
妊
産
婦
と
の
契
約

に
基
づ
い
て
、
通
常
の
妊
娠
・

分
娩
に
も
か
か
わ
ら
ず
脳
性
麻

痺
と
な
っ
た
者
に
補
償
金
を
支

払
う
。

○
分
娩
機
関
は
、
補
償
金
の
支
払

い
に
よ
る
損
害
を
担
保
す
る
た

め
、
運
営
組
織
が
契
約
者
と
な

る
損
害
保
険
に
加
入
す
る
。

　

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
妊
娠
十
二
週

（
八
十
五
日
）
以
降
で
あ
れ
ば
死

産
・
流
産
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
多

額
の
出
産
費
用
を
支
払
う
必
要
が

な
く
な
る
よ
う
に
出
産
育
児
一
時

金
受
取
代
理
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
は
医
療
機
関
を
出

産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
人
と

す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
産
育
児
一

時
金
を
医
療
機
関
が
受
け
取
る
の

で
三
十
八
万
円
ま
で
の
費
用
は
支

払
わ
ず
に
済
む
仕
組
み
で
す
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関

の
同
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
ま
で
ど
お
り
の
現
金

支
給
申
請
に
つ
い
て
も
取
り
扱
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、

申
請
書
、
母
子
健
康
手
帳
、
死

産
・
流
産
の
場
合
は
、
医
師
の
証

明
書
、
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

産
科
医
療
保
証
制
度

　
　
　
　
　
　

の
概
要

補
償
の
仕
組
み

産
科
医
療
保
証
制
度
と
は

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

国
民
健
康
保
険
の
出
産
育
児
一
時
金
が

　
　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た

市
道
に
危
険
な
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

市
道
の
危
険
箇
所
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
通
報
を

通
　
報
　
先

主 

な 

通 

報 

内 

容

　

三
月
三
十
一
日
に
任
期
満
了
と

な
る
中
野
市
農
業
委
員
会
委
員
一

般
選
挙
の
日
程
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

告
示
日　

二
月
二
十
二
日
㈰

投
票
日　

三
月
一
日
㈰

定
数　

第
一
選
挙
区
（
中
野
区
域
）

　
　
　
　
　
　
　

…
十
九
人

第
二
選
挙
区
（
豊
田
区
域
）

　
　
　
　
　
　
　

…　

四
人

投
票
で
き
る
人　

平
成
二
十
年
一

月
一
日
現
在
で
調
製
し
、
平
成

二
十
年
三
月
三
十
一
日
確
定
の
農

業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。

　

な
お
、
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
人
は
原
則
と
し
て
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

①
中
野
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

③
十
㌃
以
上
の
農
地
の
耕
作
を
営

む
人
お
よ
び
同
居
の
親
族
ま
た

は
そ
の
配
偶
者

　

中
野
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

立
候
補
予
定
者
お
よ
び
関
係
者
は

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　

一
月
二
十
九
日
㈭

時
間　

午
前
十
時

会
場　

市
民
会
館
四
十
一
号

会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

中
野
市
農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
選
挙

選
挙
期
日
等

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

平
成
二
十
一
年
四
月
以
降
の
納

付
分
か
ら
、
長
寿
医
療
（
後
期
高

齢
者
医
療
）
保
険
料
の
支
払
い
が

「
年
金
か
ら
の
支
払
い
」
ま
た
は

「
口
座
振
替
」
の
選
択
制
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
保
険
料
の
支
払

い
が
選
択
で
き
る
方
は
「
二
年

間
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘

れ
が
な
か
っ
た
方
で
本
人
が
口

座
振
替
で
支
払
う
場
合
」「
世
帯

主
、
配
偶
者
が
、
本
人
（
年
金
収

入
が
百
八
十
万
円
未
満
の
方
）
に

代
わ
っ
て
口
座
振
替
で
支
払
う
場

合
」
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

四
月
以
降
納
付
分
か
ら
は
、
こ
う

し
た
限
定
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

支
払
方
法
の
変
更
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
市
役
所
福
祉
課
国
保
医

療
係
の
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
一
月
三
十
日
㈮
ま
で
に

手
続
き
い
た
だ
く
と
、
四
月
分
か

ら
の
保
険
料
が
年
金
か
ら
で
は
な

く
、
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い
と

な
り
ま
す
。（
お
支
払
い
い
た
だ
く

保
険
料
の
総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

　

一
月
三
十
日
㈮
を
過
ぎ
て
手
続

き
を
さ
れ
た
場
合
は
、
六
月
分
以

降
の
保
険
料
に
つ
い
て
順
次
、
年

金
か
ら
で
は
な
く
、
口
座
振
替
に

よ
る
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

の
支
払
方
法
が
選
べ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
健
康
保
険

税
を
年
金
か
ら
の
支
払
い
（
特
別

徴
収
）
か
ら
口
座
振
替
（
普
通
徴

収
）
に
切
り
替
え
る
た
め
に
は
、

①
国
民
健
康
保
険
税
を
こ
の
二
年

  

口
座
振
替
の
手
続
方
法

提
出
書
類

・
保
険
料
納
付
方
法
変
更
申
出
書

・
口
座
振
替
依
頼
書

　

手
続
き
の
際
、
振
替
口
座
の
預

金
通
帳
、
通
帳
印
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

申
出
書
等
は
、
市
役
所
福
祉
課

国
保
医
療
係
の
窓
口
に
備
え
て
あ

り
ま
す
。

※
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

そ
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口

座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

間
滞
納
な
く
納
め
ら
れ
た
方

②
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
る
方

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
条
件

の
見
直
し
に
よ
り
①
の
条
件
が
無

く
な
り
、
②
の
条
件
を
満
た
せ
ば

申
し
出
に
よ
り
普
通
徴
収
（
口
座

振
替
）
へ
の
切
り
替
え
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
一
月
中

旬
頃
に
発
送
予
定
の
通
知
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税
を

　
　
年
金
か
ら
支
払
い
（
特
別
徴
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
方
へ
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こ
れ
か
ら
の
中
野
市
を
つ
く
る

青
少
年
が
、
社
会
に
お
け
る
自
ら

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
豊
か

な
情
操
と
創
造
性
を
養
い
、
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

は
、
市
民
全
員
の
願
い
で
す
。

　

青
少
年
の
育
成
に
際
し
、
大
人

が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
持
つ
と
と
も
に
、
関

係
団
体
・
機
関
が
連
携
を
取
り
、

有
害
環
境
の
浄
化
や
健
全
な
家
庭

づ
く
り
の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
よ
り
広
く
市
民
の

関
心
を
高
め
、
青
少
年
健
全
育
成

運
動
の
一
層
の
推
進
を
は
か
る
た

め
、
中
野
市
青
少
年
健
全
育
成
推

進
市
民
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

伸
び
よ
う 

伸
ば
そ
う 

青
少
年

期
日　

二
月
一
日
㈰

時
間　

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

会
場　

中
央
公
民
館　

講
堂

内
容

①
青
少
年
に
よ
る
活
動
発
表

　

・
平
岡
保
育
園

　

・
豊
田
も
み
じ
太
鼓

　

・
中
野
実
業
高
等
学
校
、
中
野

　

立
志
館
高
等
学
校

②
平
成
二
十
年
度｢

明
る
い
家
庭
・

地
域
を
築
く
た
め
の
作
文｣

の

入
選
者
表
彰
と
優
秀
作
品
発
表

主
催　

第
四
回
中
野
市
青
少
年
健

全
育
成
推
進
市
民
集
会
実
行
委
員
会

主
管　

中
野
市
、
中
野
市
少
年
育

成
委
員
会
、
中
野
市
青
少
年
健
全

育
成
会
連
絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
７
）

中野市青少年
健全育成推進市民集会

～伸びよう　
　　　　　伸ばそう　
　　　　　　　　　青少年～

第４回

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
学
習
に
対
す

る
意
欲
や
関
心
を
よ
り
高
め
、
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
市

民
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
豊

か
で
活
力
あ
る
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
「
生

涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
」
と
あ
わ

せ
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活

動
の
輪
を
広
げ
る
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
す
。

期
日　

二
月
八
日
㈰

時
間　

午
後
一
時
（
開
会
）

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

○
第
一
部　

マ
ナ
ビ
ィ
ス
テ
ー
ジ

（
活
動
発
表
）

　

【
午
後
一
時
十
分
か
ら
】

・
吹
奏
楽
演
奏
（
中
野
立
志
館
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表
（
高

校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
ブ

「
が
ば
し
ょ
」
）

・
ダ
ン
ス
発
表
（
中
野
西
高
等
学

校
ダ
ン
ス
部
）

○
第
二
部　

記
念
講
演

【
午
後
二
時
か
ら
】　

講
師　

山
本
コ
ウ
タ
ロ
ー
さ
ん

（
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
・
白
鴎
大

学
教
授
）

演
題　
「
ぼ
く
の
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　

今
回
は
、
名
曲
「
走
れ
コ
ウ
タ

ロ
ー
」
や
「
岬
め
ぐ
り
」
な
ど
を

歌
い
、
現
在
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

活
躍
中
の
山
本
コ
ウ
タ
ロ
ー
さ
ん

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
講
演
と

歌
の
ラ
イ
ブ
演
奏
を
行
い
ま
す
。▲山本コウタロー氏

「
生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
」
＆
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
活
動
の
輪
を
広
げ
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す

主
催　

中
野
市
、中
野
市
教
育
委

員
会
、中
野
市
生
涯
学
習
推
進
会
議

共
催　

社
会
福
祉
法
人
中
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･

地
域
活
動
の
輪
を
広
げ
る
つ
ど

い
実
行
委
員
会

そ
の
他　

当
日
は
、
市
民
会
館
ホ

ワ
イ
エ
に
お
い
て
、
市
内
障
害
者

施
設
の
作
品
販
売
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
講
演
に
は
手
話
通
訳
が
付
き

ま
す
。
託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
推
進
係（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
１
）

　信州中野の一文字大賞「未来の中野
に対する想い」漢字一文字については
昨年10月から12月まで募集を行ったと
ころ、市内外から約1，７00通のご応募
がありました。　
　今回、信州中野の一文字大賞に選ば
れた漢字の発表は、２月８日㈰に開催
する「生涯学習市民のつどい、ボラン
ティア･地域活動の輪を広げるつど
い」の会場で発表します。
　たくさんのご応募ありがとうござい
ました。

「信州中野の一文字大賞」に

  たくさんのご応募

  ありがとうございました
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福
祉
医
療
制
度
は
、
乳
幼
児

等
、
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭

の
方
を
対
象
に
、
医
療
費
の
一
部

を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
保
険
証
、
通
帳
、
手
帳
等

（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

ま
た
は
障
害
年
金
（
六
十
五
歳
以

上
の
方
）
に
関
わ
る
年
金
証
書
）

※
申
請
書
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
暮
ら
し
の
情
報
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
取
得

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
請
場
所

○
乳
幼
児
等

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

○
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

区　分 支　給　対　象　者
乳幼児等 小学校３年生まで（満９歳に達する日以降の最初の３月 31 日まで）のお子さん
身体障害者手帳交付者 １級から４級（４級は所得税非課税世帯）
療育手帳交付者 Ａ１から B ２（B ２は特別障害者手当の所得制限あり）

精神障害者保健福祉手帳交付者 精神障害者保健福祉手帳１級（特別障害手当の所得制限あり･通院のみ対象）
精神障害者保健福祉手帳２級および３級（住民税非課税世帯･通院のみ対象）

65歳以上の国民年金別表（障害）に該当 障害基礎年金１級および２級相当の障害に該当する者
母子家庭の母子等 1８ 歳未満（高等学校等卒業まで）の児童と扶養している者
父子家庭 1８歳未満（高等学校等卒業まで）の児童と扶養している者（児童扶養手当の所得制限あり）

ご存知ですか

福祉医療
制度

～あなたも狩猟者になろう～

期日　１月25日㈰
時間　午後１時～４時
会場　市民会館41号会議室
＜講演＞
演題　「野生鳥獣被害対策と狩猟の役割」
講師　東北芸術工科大学教授田口洋美さん
＜講和＞
演題　「狩猟の楽しみ」
講師　北信狩猟会　会長　赤津安正さん
＜狩猟免許取得説明、質疑応答＞

　最近、ツキノワグマやイノシシなど野生鳥獣に
よる農作物被害が増加しています。
　野生鳥獣被害を減少させるためには、狩猟など
による生息数の調整が有効な手立ての一つですが、
北信地方事務所管内の狩猟者は減少傾向に加え高
齢化が進み、このままでは近い将来北信地域の狩
猟者数が激減し、野生鳥獣被害を防ぐ手立てが大
幅に損なわれかねません。
　そこで、野生鳥獣被害にお困りの方や新たに狩
猟を始めてみたいと思っておられる方を対象に、
野生鳥獣の生態や狩猟について勉強するとともに、
狩猟資格を取得するための説明会を次のとおり開催
します。皆さんのご参加をお待ちしています。

北信地区狩猟者確保のための

説明会を開催します

　

穴
田
区
で
は
、
㈶
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業（
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
）

の
助
成
を
受
け
て
、
長
胴
太
鼓
、

締
太
鼓
、
神
楽
台
、
篠
笛
な
ど
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

同
区
で
は
、
毎
年
の
春
・
秋
祭

り
を
区
民
祭
と
位
置
づ
け
、
区
民

総
参
加
で
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
各
種
太
鼓
な
ど
の
老
朽
化
が

進
み
、
新
調
さ
れ
る
こ
と
が
区
民

の
長
い
間
の
悲
願
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
助
成
を
受
け
て
新
調
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
に
よ
り
、
新
し

い
各
種
太
鼓
な
ど
を
用
い
た
お
祭

り
が
大
人
と
子
ど
も
の
新
た
な
触

れ
合
い
の
場
と
な
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
が
一
層
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

▲宝太郎

穴
田
区
で
お
祭
り
道
具
を
整
備
し
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
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物
品
等
競
争
入
札（
見
積
り
）

・
事
務
用
品
、
日
用
品
、
電
機
器

具
、
食
料
品
、
介
護
用
品
等
の

物
品
納
入
を
ご
希
望
の
方

・
物
品
賃
貸
業
等
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
ご
希
望
の
方

・
施
設
管
理
等
の
業
務
受
託
を
ご

希
望
の
方
（
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

別
に
申
請
が
必
要
で
す
）

※
法
人
・
個
人
・
組
合
等
は
不
問
。

受
付
期
間　
二
月
二
日
㈪
か
ら
随
時

（
郵
送
可
）

○
建
設
工
事

建
設
業
法
に
よ
る
建
設
業
の
許
可

の
あ
る
方

※
一
定
規
模
以
下
の
工
事
の
み
の

受
注
を
ご
希
望
の
場
合
、
建
設

業
の
許
可
は
不
要

○
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

営
業
に
関
し
、
法
律
上
必
要
な
許

可
・
登
録
を
受
け
て
い
る
方

受
付
期
間　

二
月
二
日
㈪
～
二
月

二
十
七
日
㈮
（
郵
送
可
・
た
だ
し

必
着
）

  
入
札 

参
加
資
格
審
査
申
請
の
ご
案
内

Ⓠ
119
番
通
報
す

る
と
細
か
い

内
容
（
意
識

状
態
、
症
状
な

ど
）
を
聞
か
れ
て
時
間
が
か
か

る
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

Ⓐ
通
報
を
聞
き
な

が
ら
消
防
署
に

は
出
動
指
令
が

出
さ
れ
、
隊
員

は
出
動
準
備
を
し
ま
す
。
出
動

中
の
隊
員
に
も
無
線
で
内
容
を

伝
え
、
必
要
な
資
機
材
の
準
備

や
装
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⓠ
何
を
話
せ
ば

い
い
の
？

Ⓐ
通
信
指
令
員

の
質
問
に
答

え
て
く
だ
さ

い
。
ま
ず
場

所
の
確
認
を

し
ま
す
。
火
事
の
場
合
は
、
何

が
燃
え
て
い
る
か
、
逃
げ
遅
れ

は
い
る
か
な
ど
、
救
急
・
救
助

の
場
合
は
、
意
識
は
あ
る
か
、

呼
吸
し
て
い
る
か
、
ど
こ
が
痛

い
か
、
出
血
は
あ
る
か
、
年

齢
・
性
別
な
ど
を
質
問
し
ま
す
。

火
事
の
通
報
時
、
安
全
な
場
所

か
ら
も
う
一
度
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
病
気
の
場
合
は
な
る
べ

く
詳
し
く
、
か
か
り
つ
け
の
病

院
が
あ
る
場
合
は
教
え
て
く
だ

さ
い
。
意
識
が
な
い
場
合
、
通

信
指
令
員
が
口
頭
で
応
急
処
置

の
指
導
を
し
ま
す
の
で
、
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま
で
落
ち
着
い

て
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ⓠ
交
通
事
故
な
ど

で
場
所
が
わ
か

ら
な
い
場
合
は

ど
う
す
る
の
？

Ⓐ
交
差
点
、
商
店
、

大
き
な
建
物
な

ど
の
目
標
物
を

教
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
車

に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
な
い
か
、

ケ
ガ
人
は
何
人
か
な
ど
、
詳
し

い
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ⓠ
救
急
車
の
音
を

消
し
て
来
て
も

ら
え
な
い
の
？

Ⓐ
救
急
出
動
の
際
は
、
法
律
に
よ

り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
深
夜
の
住
宅
密
集
地
な

ど
で
は
音
量
を
若

干
下
げ
て
走
行
し
、

安
全
を
確
認
次
第

止
め
ま
す
の
で
、

サ
イ
レ
ン
が
聞
こ

え
た
ら
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⓠ
ど
ん
な
症
状
で

も
救
急
車
は
来

て
く
れ
る
の
？

Ⓐ
基
本
的
に
１１９
番
通
報
が
入
れ
ば

出
動
し
ま
す
が
、
救
急
車
は
緊

急
時
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
も

の
な
の
で
、
症
状
の
軽
い
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
自
分
で
病
院

に
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

Ⓠ
携
帯
電
話
も
119

番
で
い
い
の
？

Ⓐ
携
帯
電
話
か
ら

の
１１９
番
で
す
が
、
通
報
場
所
や

電
波
の
状
況
に
よ
り
他
の
消
防

本
部
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
現
在
電
話
を
お
か
け
に

な
っ
て
い
る
場
所
の
市
町
村
名

を
最
初
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

岳
南
広
域
消
防

本
部
警
防
係
（
☎
�
０
１
１
９
）

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
　
お
し
え
て
　
119
番
通
報

　

平
成
二
十
一
・
二
十
二
年
度
に
市
が
発
注
す
る
物
品
等
競
争
入
札

（
見
積
り
）
と
、
建
設
工
事
等
競
争
入
札
（
建
設
工
事
、
測
量
お
よ
び

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

申
請
お
よ
び
登
録
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
類
等
を
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
～
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

※
二
年
ご
と
の
定
期
審
査
に
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
十
九
・
二
十
年
度
参

加
資
格
者
名
簿
へ
登
録
さ
れ
て
い
る
方
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

建
設
工
事
等
競
争
入
札

※
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
要
領
等
は
、
財
政
課
に
て
配
布
す
る

ほ
か
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
受
付
先

市
役
所
財
政
課
管
財
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線
２
２
２
）

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.city.nakano.nagano.jp/

　

作
業
内
容
は
次
の
二
種
類
で
、

①
春
季
作
業
と
し
て
耕
起
～
代
か

き
～
田
植
え
ま
で
の
一
貫
作
業
、

②
春
季
・
秋
季
作
業
と
し
て
春
は

耕
起
～
代
か
き
～
田
植
え
、
秋
は

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
の
一
貫
作
業
と

な
り
ま
す
。

　

水
田
機
械
作
業
の
委
託
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
㈶
中
野
市
産
業
公

社
ま
た
は
Ｊ
Ａ
中
野
市
の
各
支
所

生
産
経
済
課
に
申
込
用
紙
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
豊
田
地
域
に
つ
い
て

は
、
例
年
ど
お
り
豊
田
営
農
支
援

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き

南
部
支
所
内
）
で
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

㈶
中
野
市
産
業
公
社
農
業
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
０
３
）

作業内容 基準 (参考料金) 備    考
①春季作業
(春) 耕起～代かき～田植え

１0ａ
当り 23,740円 ・田植えはオペレーター、燃料費込みです。

・水稲苗は別途承ります（別料金）。
②春季・秋季作業
(春) 耕起～代かき～田植え
(秋) コンバイン収穫～（乾燥）

１0ａ
当り

44,490円
(春) 23,740円
(秋) 20,750円

・春季作業は同上。
・コンバイン収穫はオペレーター、燃料費込みです。
・籾揚げ、乾燥は別料金となります。

▼作業内容および料金（※参考料金は平成20年度機械作業標準料金から算出）

※作業料金は、中野市農業委員会が定める平成2１年度機械作業標準料金に基づいて後日決定します。
※畦越し、倒伏・湿田、稲わらの結束は別途割増料金が必要となります。

市内の耕作放棄地を一筆ごとに現況調査

耕作放棄地全体調査を実施しています
　近年、食料自給率の低下が懸念されている一方、農業従事者の減少や高齢化により耕作放棄地が年々増
加しています。そこで、全国一斉に市町村と農業委員会が耕作放棄地の全体調査を行い、この調査結果を
もとに解消計画を策定し、農地の有効利用を推進することになりました。
＜耕作放棄地全体調査の流れ＞

【耕作放棄地区分】 現況調査の結果をもとに耕作放棄地の状況に応じて次の区分に分けます。

草刈などを行えば耕作が
可能な土地

直ちに耕作できないが
基盤整備などにより、
農業利用するべき土地

森林・原野化し、農地に
復元して利用することが
困難な土地

【農地・非農地の判断】

非農地

○現在【耕作放棄地区分】までの作業は終了しています。
○【農地・非農地の判断】は、対象農地の所有者（賃借人などを含む）に事前通知した

上で、現況確認や所有者の今後の意向確認などにより行う予定です。
○「非農地」と判断された耕作放棄地は、農業委員会が管理する農地基本台帳から除外

され、今後、農業委員会において、農地に関する諸証明が受けられなくなります。
○現況確認の際、農地に立ち入ることがありますので、ご理解とご協力をお願いします。
○違反転用が認められる農地は本調査の対象とならず、是正のための指導が行われます。

【農地基本台帳から除外】

問い合わせ先
市役所農政課
農政振興係
☎（22）2１１１

（内線2５３）

　会社勤めで忙しい。一人で
は作業がきつい。米作りに
困っている農家の皆さんのた
めに㈶中野市産業公社が水田
の機械作業を請け負います。

水
田
の
機
械
作
業

は
お
任
せ
く
だ
さ
い

農　地

耕作放棄地解消計画の策定

平成21年1月号13
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売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、
中

野
市
産
農
産
物
や
市
内
で
製
造
さ

れ
た
食
品
な
ど
を
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

期
間
を
定
め
商
品
と
引
き
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
定
額
の
カ
ー
ド
ギ

フ
ト
「
信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の

カ
ー
ド
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
に
掲
載
す
る
商
品

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希

望
さ
れ
る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
要
領

◇
取
扱
商
品　

信
州
中
野
ま
ご
こ

信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド

　
　
　

 

掲
載
商
品
を
募
集
し
ま
す

信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中

（
昨
年
十
一
月
）
に
、
中
野
市
防

火
管
理
協
議
会
（
会
長　

市
村
清

二
）
は
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら

応
募
が
あ
っ
た
標
語
入
り
防
火
ポ

ス
タ
ー
を
審
査
し
、
入
選
者
を
各

学
校
に
お
い
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
小
学
生
の
皆

さ
ん
に
火
災
の
恐
ろ
し
さ
、
火
災

を
予
防
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
最
優
秀
賞

　

高
木
未
夢
（
南
宮
中
１
年
）

　

馬
場
佳
那
（
高
丘
小
６
年
）

　

丸
山
琴
美
（
永
田
小
５
年
）

　

宮
本
彩
海
（
豊
井
小
３
年
）

★
優
秀
賞

　

宮
澤
磨
里
奈
（
南
宮
中
１
年
）

　

志
治
幸
奈
（
長
丘
小
６
年
）

　

田
中
楓
（
高
丘
小
５
年
）

　

滝
沢
奈
緒
子
（
豊
井
小
３
年
）

★
佳
作

　

山
口
優
華
（
南
宮
中
２
年
）

　

中
村
汐
里
（
同
）

　

宮
川
奈
々
（
長
丘
小
６
年
）

　

古
田
晴
香
（
高
丘
小
６
年
）

　

町
田
静
香
（
同
）

　

霜
鳥
理
春
香
（
永
田
小
５
年
）

　

神
田
美
季
（
豊
井
小
３
年
）

防
火
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　

入
選
作
品
紹
介

★最優秀賞作品★

▲昨年発行したカード

　

ろ
の
カ
ー
ド
有
効
期
間
内
に
販

　

売
で
き
る
農
産
物
及
び
特
産
物

　

と
し
、
商
品
は
期
間
を
通
じ
て

　

販
売
で
き
る
も
の
、
期
間
を
限

　

定
し
販
売
す
る
も
の
に
分
け
て

　

取
り
扱
い
ま
す
。

◇
カ
ー
ド
有
効
期
間　

三
月
一
日

　

㈰
～
八
月
三
十
一
日
㈪

◇
掲
載
料　

無
料

◇
手
数
料　

百
七
十
円
（
取
引
商

品
一
個
あ
た
り
）

◇
提
出
書
類　

商
品
企
画
書
、
商

品
写
真
（
写
真
は
一
商
品
に
つ

き
一
枚
必
要
と
な
り
ま
す
）

◇
応
募
締
切　

一
月
二
十
三
日
㈮

◇
販
売
取
扱
者　

　

㈶
中
野
市
産
業
公
社

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

▲　

高
木　

未
夢
さ
ん

▲　

宮
本　

彩
海
さ
ん

▲　

丸
山　

琴
美
さ
ん

▲馬場　佳那さん

土人形絵付けコンテスト
応募締切は１月30日㈮です

　今年も、土人形絵付けコンテストを行って
います。この機会にぜひ体験してみてはいか
がでしょうか。
　大勢の皆さんのご応募をお待ちしています。
応募点数　１人１点
応募料　無料（ただし、材料費として人形代
を小学校の部 100 円、一般の部 300 円別途負担）
部門　☆小学校低学年（以下）の部
　　　☆小学校高学年の部
　　　☆一般の部
応募締切　１月30日㈮　午後４時 
※応募点数が合計1000点に達した時点で締切
応募作品　昨年10月１日以降に制作した自作品 
応募先（絵付場所）　日本土人形資料館、信
州中野観光センター、まちなか交流の家
各賞（各部門ごと）　最優秀賞１点、優秀賞
３点、佳作10点
結果発表　３月上旬に広報なかの等で発表
表彰式　３月下旬
展示会　３月下旬～４月上旬（応募全作品）
※詳しくは、市公式ホームページをご覧いた

だくか、お問い合わせください。
市公式ホームページ　http://www.city.nakano.
nagano.jp/city/shokan/e-contest/index.htm
問い合わせ先　
日本土人形資料館　☎（26）０７３０
または、市役所商工観光課観光係
☎（22）２１１１（内線２５９）

保
育
所
や
幼
稚
園
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す　

　

最
近
、
市
役
所
や
学
校
を
は

じ
め
と
す
る
公
共
施
設
や
大
型

店
舗
な
ど
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の

表
示
を
目
に
し
た
方
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

実
際
に
使
い
方
の
講
習
を
受
け

た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
と
は
、
人
が
致
死
性
不

整
脈
と
言
わ
れ
る
、
心
臓
が
け

い
れ
ん
を
お
こ
し
た
状
態
で
ブ

ル
ブ
ル
震
え
、
心
臓
の
ポ
ン
プ

機
能
が
全
く
な
い
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
電
気
的

な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の

動
き
を
戻
す
試
み
を
す
る
機
器

の
こ
と
で
す
。

　

導
入
当
初
、
八
歳
に
満
た
な

い
幼
児
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
現
在
は
、
小
児
用

パ
ッ
ド
を
付
け
る
こ
と
で
、
一

歳
以
上
の
幼
児
か
ら
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
幼
児
の
緊
急
事
態

に
備
え
、
公
立
保
育
所
十
一
園
、

私
立
保
育
所
一
園
、
幼
稚
園
二

園
の
計
十
四
施
設
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
で
は
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
適
正
な
操
作
方
法
と
あ
わ

せ
て
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
と

い
っ
た
、
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
一
次
救
命
処
置
に
つ
い

て
、
職
員
を
対
象
に
救
急
救
命

士
に
よ
る
講
習
会
を
開
催
し
、

緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
保
育
所
や
幼

稚
園
に
も
幼
児
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
施

設
周
辺
で
使
用
す
べ
き
事
態
が

生
じ
た
場
合
は
、
施
設
へ
協
力

を
求
め
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

い
ざ
、

自
分
が

操
作
す

る
立
場

に
な
っ

た
時
の

こ
と
を

考
え
る

と
、
機

会
を
と

ら
え
て
講
習
を
受
け
る
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
売
れ
農
カ
ー
」
発
進
！

　

中
野
市
の
農
産
物
や
観
光
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
公
用
車
に
広

告
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
公
用
車
が
市

内
外
を
走
行
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
、
駐
車
場
な
ど
に
停
車
し

て
い
る
だ
け
で
中
野
市
の
宣
伝

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
育
課
施
設
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
２
）

に
寄
与
す
る
も
の
で
、
二
十
九
人

乗
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
十
人
乗
り

ワ
ゴ
ン
車
二
台
の
左
右
側
面
に

「
信
州
中
野
は
き
の
こ
と
果
物
の

里
」
「
一
本
木
公
園
の
薔
薇
と
土

び
な
の
里
」
を
掲
げ
、
前
後
に
も

「
信
州
な
か
の
」
と
大
き
く
記
載

し
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
十
二
日
㈪
に
は
、
市

役
所
駐
車
場
に
お
い
て
、
お
披
露

目
と
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
カ
ラ
フ
ル

で
派
手
な
車
に
仕
上
が
っ
た
た

め
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
十
分
。
走
る

広
告
塔
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　市では、平日、お仕事などで忙しく、来庁および
電話による納税相談ができない方、また、金融機関
などに行けない方を対象に、夜間および日曜日に納
税相談を実施します。
　詳細は次のとおりです。

＜夜間納税相談＞
期日　１月５日㈪、14日㈬、20日㈫
時間　午後８時まで
＜日曜納税相談＞
期日　１月11日㈰、18日㈰
時間　午前10時～午後４時
会場　市役所税務課
　　　※本庁舎１階。正面玄関から入れます。
対象税目　個人市・県民税、固定資産税・都市計画
　　　　　税、軽自動車税、法人市民税、国民健康
　　　　　保険税
内容　◎来庁または電話による市税の納税相談
　　　◎市税の納付
その他　当日は、電話でのご相談も承ります。

問い合わせ先
市役所税務課収納係
☎（22）２１１１（内線２２７）

夜間・日曜納税相談を
実施します

夜間・日曜納税納税相談専用ダイヤル
☎（22）２６４１

▲「売れ農カー」発進！
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◦編集◦
中野市教育委員会

子どもが育っていく環境の一つ「学校」を考える
学校規模と教育活動の様子（２）
　学校の規模により、教育活動のさまざまな場面で違いがみられます。
　今月号では、中学校の様子が、学校の規模によってどう違うのかを紹介します。

　

先
月
号
で
は
、
小
学
校
の
様
子

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
規

模
の
学
校
に
勤
務
経
験
を
も
っ
て

い
る
市
内
小
中
学
校
の
校
長
職
・

教
頭
職
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
、
中
学
校
で
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。

《
規
模
の
大
き
な

　
　
　

中
学
校
の
様
子
》

○
学
年
の
中
で
学
級
同
士
が
競
い

合
う
場
面
が
あ
り
、
学
校
行
事

が
盛
り
上
が
る
。

○
学
校
全
体
に
活
気
が
感
じ
ら
れ

る
。
指
導
に
素
直
に
応
じ
な
い

生
徒
も
い
る
が
、
そ
の
動
き
で

学
校
全
体
が
動
揺
す
る
こ
と
が

な
い
。

○
競
争
意
識
な
ど
、
他
ク
ラ
ス
に

勝
ち
た
い
と
い
う
意
識
が
強
く

働
く
。

○
学
力
面
、
音
楽
会
な
ど
で
競
争

意
識
は
相
当
持
つ
よ
う
に
な

る
。

○
大
規
模
校
の
た
め
、
他
者
よ
り

抜
き
ん
出
る
に
は
自
分
を
磨
く

し
か
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ

た
生
徒
が
多
い
。

○
鋭
い
意
見
が
た
く
さ
ん
出
る
の

で
、
授
業
は
自
然
に
活
発
に
な

る
。

○
同
じ
学
年
で
何
ク
ラ
ス
か
授
業

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
授

業
研
究
が
よ
り
深
め
ら
れ
る
。

○
受
け
持
つ
校
務
分
掌
の
数
が
小

規
模
校
に
比
べ
少
な
い
の
で
、

時
間
を
か
け
て
充
実
し
た
仕
事

が
で
き
る
。

○
学
年
会
や
教
科
会
が
充
実
し

て
、
お
互
い
に
学
び
あ
い
研
修

の
良
い
機
会
と
な
る
。

○
文
化
祭
や
全
校
合
唱
な
ど
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
す
れ

ば
、
大
変
大
き
な
感
動
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

○
教
員
が
多
く
、
教
材
や
教
具
に

つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ア
が
持
ち
込
ま
れ
や
す
い
。

○
横
の
つ
な
が
り
は
あ
っ
て
も
、

委
員
会
や
部
活
動
以
外
の
縦
の

つ
な
が
り
が
と
り
に
く
い
。

○
生
徒
数
が
多
く
、
生
徒
理
解
が

十
分
で
き
な
い
。

○
あ
ま
り
規
模
が
大
き
く
な
る

と
、
き
め
細
か
な
点
ま
で
指
導

が
行
き
渡
ら
な
く
な
る
。
生
徒

指
導
が
大
変
困
難
で
あ
っ
た
。

○
生
徒
の
学
校
に
対
す
る
帰
属
意

識
が
低
い
。
大
き
な
集
団
で
あ

る
の
で
、
学
校
全
体
を
変
え
よ

う
と
い
う
よ
う
な
働
き
か
け
の

意
識
を
持
ち
に
く
い
。

○
人
数
が
多
い
た
め
「
一
人
ぐ
ら

い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
や
す

い
。

○
学
年
共
通
の
学
習
予
定
で
進
め

る
た
め
、
子
ど
も
が
十
分
理
解

し
な
い
の
に
次
に
展
開
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。

○
プ
ー
ル
や
体
育
館
は
決
め
ら
れ

た
時
間
し
か
使
え
な
い
の
で
、

音
楽
会
練
習
な
ど
不
自
由
が
あ

る
。

○
多
く
の
人
が
関
わ
る
た
め
、
一

人
ひ
と
り
の
責
任
感
が
や
や
希

薄
に
な
り
や
す
い
。

○
集
団
行
動
を
伴
う
旅
行
・
登
山

な
ど
の
行
動
で
は
、
行
動
計
画

立
案
や
危
機
管
理
が
難
し
い
。

《
規
模
の
小
さ
な

　
　
　

中
学
校
の
様
子
》

○
保
育
所
、
小
学
校
と
同
じ
メ
ン

バ
ー
な
の
で
、
お
互
い
気
心
が

知
れ
て
お
り
、
縦
の
つ
な
が
り

が
強
い
。

○
保
護
者
、
地
域
、
職
員
、
子
ど

も
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
感
じ

が
す
る
。

○
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
あ
り
、

反
社
会
的
な
行
動
を
す
る
子
ど

も
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

○
一
学
級
二
十
名
ほ
ど
の
た
め
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
個
別

指
導
が
可
能
。
学
力
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
個
に
応
じ
た
学
習
展
開
が
組
み

や
す
い
。
ま
た
、
て
い
ね
い
な

個
別
指
導
が
で
き
る
。

○
特
別
教
室
な
ど
重
な
る
こ
と
が

少
な
く
、
す
ぐ
利
用
で
き
る
。

○
職
員
全
体
が
全
生
徒
を
知
っ
て

お
り
、
指
導
に
当
た
れ
る
。

○
職
員
数
が
少
な
い
た
め
、
お
互

い
の
情
報
交
換
も
多
く
な
り
、

連
携
も
強
ま
る
。

○
学
校
全
体
で
協
力
し
て
い
こ
う

と
す
る
姿
勢
が
で
き
る
。

○
縦
割
り
で
清
掃
、
給
食
、
文
化

祭
の
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
が
可
能
。

○
保
育
所
か
ら
同
じ
集
団
な
の
で

人
間
関
係
が
固
定
化
し
、
競
争

意
識
は
少
な
い
。

○
小
学
校
か
ら
序
列
の
よ
う
な
も

の
が
で
き
て
い
て
競
争
心
も
あ

ま
り
な
い
。

○
教
科
担
任
が
一
人
の
た
め
、
進

度
、
授
業
展
開
な
ど
独
善
的
に

な
る
心
配
が
あ
る
。

○
一
ク
ラ
ス
ず
つ
な
の
で
、
授
業

展
開
の
工
夫
と
い
う
点
で
は
難

し
い
も
の
が
あ
る
。

○
少
人
数
な
ら
で
は
の
良
さ
は
あ

る
が
、
ス
ケ
ー
ル
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
さ
と
い
う
点
を
、
生
徒

に
体
験
さ
せ
ら
れ
な
い
さ
み
し

さ
が
あ
る
。

嘱託･臨時職員採用試験
平成21年度採用予定の中野市嘱託・臨時職員、北信広域連合嘱託職員の採用試験を行います。

勤務予定施設一覧
施　設　名 所　在　地

老人ホーム望岳荘 下高井郡木島平村穂高７21－３
老人ホーム高社寮 中野市西条 ６2－2
老人ホーム千曲荘 飯山市常郷 1６３
老人ホームいで湯の里 下高井郡山ノ内町佐野７９９－2
老人ホーム菜の花苑 下高井郡野沢温泉村豊郷９８６３－1
老人ホームふるさと苑 中野市穴田 2３22－1

職種 予定人員 職務内容 受験資格 年齢要件 試験方法 試験期日 試験会場

介護員 ５名程度 介護業務 特になし。ただし、資格がある
者は優遇されます。 原則なし。

健康でか
つ業務に
従事可能
な者。

面接試験 ２月 15 日㈰
豊田支所
２階
会議室看護師 ２名程度 看護指導

業務

看護師（准看護師含む）の資格
を有する者。ただし、平成 21年
３月３1日までに当該資格を取得
する見込みの者を含みます。

○北信広域連合　嘱託職員採用試験

○中野市　
２　試験方法・期日・試験会場
　⑴試験方法･･･面接試験
　⑵試験期日･･･２月１日㈰
　⑶試験会場･･･市民会館会議室
３　その他
①試験申込書の受付期限は１月1９日㈪ま
でです。また、受付時間は市役所開庁
日の午前８時３0分から午後５時３0分ま
でで、郵送による申し込みは１月1９日
㈪までの消印があるものに限ります。

②申込方法は、本人が所定の試験申込書
に必要事項を記入し、市役所庶務課職
員係に持参するか、または簡易書留な
どの確実な方法により郵送してください。
③受験案内および試験申込書は、市役所
庶務課・総合案内、豊田支所地域振興
課、中央・北部・西部の各公民館、永
田窓口サービスステーションにありま
す。また、市公式ホームページでもご
覧いただけます。
※受験資格等の詳細についてはお問い合
わせください。

　問い合わせ先　
　市役所庶務課職員係
　☎（22）２１１１（内線20９・21３）

（１）嘱託職員…直接業務を担当する職員で、1年以内を単位に任用される職員
職　　種 予定人員 勤務予定機関および職務内容

臨床心理士等 １名程度 子ども部に勤務し、児童の発育発達・心
理相談業務に従事します

社会就労セン
タ ー 指 導 員 若 干 名 社会就労センターに勤務し、指導業務に

従事します

保 育 士 若 干 名 保育所に勤務し、保育士業務に従事します

保育所調理技師 １名程度 保育所に勤務し、調理業務に従事します

学 芸 員 １名程度 生涯学習課に勤務し、文化財資料の整理・
調査業務に従事します

（２）臨時職員…1時間単位、6カ月以内の臨時的任用職員
職　　種 予定人員 勤務予定機関および職務内容

一 般 事 務 Ａ 若 干 名 庁内・出先機関等に勤務し、事務補助に
従事します

一 般 事 務 Ｂ 若 干 名 図書館・公民館等に勤務し、事務補助・
施設管理等に従事します

文 書 通 信 員 １名程度 文書通信業務に従事します

学校給食セン
ター調理技師 若 干 名 学校給食センターに勤務し、調理業務に

従事します

学 校 図 書 若 干 名 小・中学校に勤務し、司書業務に従事します

・試験申込書の受付は１月1３日㈫から２月４日
㈬までの期間とします。
・受験案内および試験申込書は、北信広域連合
事務局（中野市豊田支所内）および各組織市
町村の役所・役場の窓口または各老人ホーム
にあります。

　問い合わせ先
　北信広域連合事務局総務係（豊田支所内）
　☎（３８）５０５０

お忙しいところ誠に恐縮ですが、12 月 26 日㈮午前 10 時までに校正をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務課秘書広報係　綱嶋

※臨床心理士等、保育士、学芸員については受験資格が必要です。
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ぽんぽこの湯入湯者３００万人達成
▼市長から記念品を受け取る 300 万人目の町田さん

　12月12日、晋平の里間山温泉公園ぽんぽこの湯におい
て、入湯者300万人達成を祝福するイベントが行われま
した。この日、見事300万人目となったのは、市内在住
79歳の町田隆二郎さん。入り口では、間山区の雲井太鼓
の皆さんによる太鼓の演奏で迎えられ、続く式典では、
市長から花束や記念品を贈呈されました。このほか、
300万人目の前後一人ずつにも記念品などが贈呈される
など、３人は会場の皆さんから温かく祝福されました。

交通安全議員団善行賞受賞報告

▲市長に受賞報告をする荻原勉議員と岩本博次議員
　㈳日本善行会の「善行賞」を受賞したことを受け、市
議会の交通安全議員団（荻原勉団長、岩本博次副団長）
は、12月９日、賞状や盾を持って市長を訪問し、受賞と
活動内容を報告しました。同議員団は、現在市議の代表
者８人で構成され、交通戦争と言われた昭和46年の設立
以来、春と秋の全国交通安全運動期間中に、交通指導所
を開設して交通事故防止を呼びかけるなど、地域の交通
安全啓発活動を積極的に行っています。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

高社山
　市の北東にそびえ立ち、昔から人々に愛されてきた
高社山。「たかやしろ」という名称で呼ばれることも
あります。北信五岳の斑尾山と同様、中野市を代表す
る山の一つです。中野地域と豊田地域、眺める位置で
異なった形に見えるため、皆さんが心の中で思い描く
高社山の形はさまざまですが、地元を遠く離れて過ご
していても、忘れられないふるさとのシンボルです。
　　　　　（写真：大俣区第一調整池付近から撮影）

表紙の説明

おはなしフェスティバル inなかの

▼心に残る語り声や美しい音色が会場を包みました
　12月14日、中央公民館講堂において「第１回おはなし
フェスティバル㏌中野」が開催されました。これは、生
の声と言葉を大切にし、さまざまな活動をしている個人
や団体が協力しながら、誰もが心豊かになれる場作りを
企画・提案・実践する「おはなしネットワーク☆ＮＡＫ
ＡＮＯ」の主催で行われ、当日は、読み聞かせや朗読の
団体による発表をはじめ、ハーモニカ、コカリナの演奏
などが行われ、会場は心に響く音に包まれていました。

　12月13日、長野県中野勤労者福祉センターにおいて、
「精神保健福祉のつどい」が開催されました。当日は、
地元出身で精神科医の窪田彰先生を講師に迎え、地域ケ
アを目指し、国内初のデイケア併設診療所を開設して現
在に至るまでの経験を踏まえながら、心の病の原因や、
病気に立ち向かうことの大切さなどについて講演してい
ただきました。講演終了後は、市内外の地域活動支援セ
ンターによる販売も行われました。

精神保健福祉を考えるつどい

▼約200人の皆さんが「心の病」について考えました
消防団出初め式

▲市長や団長の閲団を受け行進する消防団員
　１月４日、市民会館ホールにおいて、中野市消防団出
初め式を開催しました。当日は式典に先立ち、団員が中
野小学校から市民会館まで行進し、中央広場公園前では
市長や団長らの閲団を受けました。また、市民会館駐車
場では、はしご乗り保存会の皆さんによる伝統の「はし
ご乗り」も披露され、続く式典では、消防団長のあいさ
つや市長訓示、各種表彰や消防団音楽隊による演奏も行
われるなど、団員は新たな気持ちで式に臨んでいました。

新春走り初め大会

▲健康を祈りながら今年１年のスタートをきりました
　１月２日、第４回新春走り初め大会を開催しました。
当日は、子どもから大人まで約100人が参加し、豊田文
化センター前を発着地点として約２㎞のコースをそれぞ
れ思い思いのペースで走りました。また、駐車場では大
会に併せて「新春のつどい」も行われ、ふるさと太鼓の
演奏や、地元の食材を使ったとん汁の無料配布が行われ
ました。参加した皆さんは心も体も温まりながら、すが
すがしい新春の朝を楽しく過ごしました。



■
今
月
の
プ
レ
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ン
ト

　

月
の
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ス
ト
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ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

1
月
21
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
セ
ル
リ
ー
作
り
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
Ｊ
Ａ
中
野
市
い
き
が
い
農

業
者
の
会
会
長
の
小
林
重
雄
さ
ん
に
お

話
し
を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

セ
ル
リ
ー
七
㌃
、
水
稲
十
五
㌃
、
ナ

ス
、キ
ュ
ウ
リ
な
ど
野
菜
四
十
三
㌃
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　

セ
ル
リ
ー
（
平
成
十
七
年
度
認
定
）

で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　

五
年
ほ
ど
前
か
ら
、
新
た
な
挑
戦
と

し
て
セ
ル
リ
ー
の
新
し
い
栽
培
方
式
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
環

境
に
も
や
さ
し
い
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
も

合
わ
せ
て
取
得
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

毎
年
の
土
壌
診
断
実
施
に
よ
る
、
良

質
な
土
壌
づ
く
り
の
ほ
か
、
キ
ノ
コ
の

使
用
済
み
培
地
を
使
用
し
た
循
環
型
農

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
商

標
「
ｅ
ｃ
ｏ
育
ち 

」
を
ダ
ン
ボ
ー
ル

に
表
示
し
出
荷
し
て
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　

セ
ル
リ
ー
の
品
質
は
天
候
に
左
右
さ

れ
や
す
い
こ
と
と
、
病
害
虫
対
策
に
苦

労
し
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　

も
っ
と
楽
に
、
収
穫
で
き
る
も
の
は

な
い
か
Ｊ
Ａ
と
共
に
勉
強
、
研
究
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　

中
野
市
で
は
、
昭
和
二
十
年
代
こ
ろ

か
ら
セ
ル
リ
ー
を
栽
培
し
て
い
ま
す
が

信
州
中
野
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
と
な
る
よ

う
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

施
設
栽
培
を
上
手
に
活
用
し
て
、
天

候
に
左
右
さ
れ
な
い
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ル
リ
ー
も
「
信
州
中
野
ブ
ラ
ン
ド
」
の
一
つ
に
な
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

小林　重雄　さん
こばやし　しげお（江部）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ .16

問
題

　

柳
沢
遺
跡
は
市
の
●
部

に
あ
り
、
銅
●
、
銅
●
な

ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

®

エコファーマー

認定マーク

池上　高史 さん

知久めぐみ さんから紹介された

　（会社員・西条）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.45

　　

　倭小学校　３年
小林　和司くん

　

ぼ
く
は
、
し
ょ
う
来
工
作
を

作
る
げ
い
じ
ゅ
つ
家
に
な
り
た

い
で
す
。
わ
け
は
、
ぼ
く
が
小

学
生
に
な
っ
て
は
じ
め
て
図
工

を
や
っ
た
時
「
図
工
っ
て
こ
ん

な
に
お
も
し
ろ
い
ん
だ
ぁ
。
」

と
思
っ
て
、
図
工
が
す
き
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
は
さ
い
し
ょ
「
画
家
に

な
ろ
う
。
」
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
工
作
を
作
る

方
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

工
作
を
作
る
と
い
っ
て
も
、

し
ゅ
み
で
木
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

作
っ
て
い
る
だ
け
だ
け
ど
、
も

し
お
店
を
出
す
と
し
た
ら
木
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
工
作
を

売
り
た
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
今
は
図
工
の

べ
ん
強
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

あ
と
自
分
で
人
の
を
ま
ね
せ
ず

に
工
ふ
う
し
て
工
作
を
作
り
た

い
で
す
。
あ
と
ほ
か
の
ざ
い

り
ょ
う
で
小
さ
い
子
た
ち
が
よ

ろ
こ
ぶ
よ
う
な
工
作
を
作
り
た

い
で
す
。

　

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
工
作

を
作
っ
て
、
自
分
の
お
店
を

持
っ
て
、
そ
こ
で
工
作
や
人
の

役
に
立
つ
よ
う
な
物
を
売
り
た

い
で
す
。

No.16

げいじゅつ家になりたい

中
野
俳
句
会
と
は

　

今
年
で
結
成
五
十
八
年
目
を
迎
え
ま
す
。

会
員
は
二
十
四
人
程
で
す
。
毎
月
第
一
土

曜
日
に
定
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
一

カ
月
前
か
ら
お
題
を
決
め
て
お
く
「
兼

題
」
と
、
当
日
お
題
を
出
す
「
席
題
」
と

い
う
二
つ
の
方
法
で
、
全
員
が
持
ち
寄
っ

た
句
の
中
か
ら
感
銘
を
受
け
た
句
を
互
選

す
る
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

当
会
で
は
、
伝
統
的
に
師
匠
を
も
ち
ま
せ

ん
。
「
選
は
創
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

他
人
の
作
品
を
選
ぶ
こ
と
が
自
分
自
身
の

創
作
に
役
立
ち
ま
す
。
独
学
で
句
を
作
り
、

そ
れ
を
全
員
で
評
価
し
合
う
こ
と
で
、
互

い
に
感
心
し
合
い
、
新
し
い
発
見
も
体
験

で
き
る
の
で
す
。

　

ほ
か
に
も
年
一
回
の
俳
句
大
会
や
、
近

隣
市
町
村
と
の
交
流
会
も
行
い
ま
す
。
自

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

然
の
中
で
句
を
作
り
、
詠
み
合
う
「
吟

行
」
も
年
に
数
回
行
い
ま
す
。

俳
句
の
魅
力
と
は

　

俳
句
は
一
言
で
表
現
す
る
と
「
太
鼓
」

で
す
。
笛
は
音
色
で
何
の
曲
か
わ
か
り
ま

す
が
、
太
鼓
は
単
調
で
あ
り
、
リ
ズ
ム
、

雰
囲
気
か
ら
全
て
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
、
俳
句
は
全
て

を
語
り
ま
せ
ん
。
言
わ
ず
し
て
読
者
に
想

像
さ
せ
る
文
学
だ
と
言
え
ま
す
。
そ
の
た

め
、
な
る
べ
く
動
詞
や
形
容
詞
を
使
い
ま

せ
ん
。
た
だ
の
説
明
文
に
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。
五
七
五
を
基
本
に
、
い
か
に

事
実
描
写
だ
け
で
的
確
に
伝
え
る
か
が
大

切
な
の
で
す
。
俳
句
は
今
や
世
界
で
認
め

ら
れ
た
日
本
の
伝
統
文
化
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

日
本
人
の
心
に
は
言
葉
を
リ
ズ
ム
に
変

え
る
感
性
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
俳
句
を
始
め
る
方
は
、
ま
ず
俳
句
形
式

で
日
記
を
書
く
こ
と
か
ら
始
め
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
日
記
は
な
か
な
か
長
続
き

し
ま
せ
ん
が
、
五
・
七
・
五
形
式
の
日
記

は
、
後
で
読
み
返
す
と
不
思
議
と
そ
の
日

の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
ま
す
。
慣
れ
る
ま

で
に
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
次
第
に
俳

句
へ
の
興
味
が
湧
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

第
八
回　

中
野
俳
句
会

▲俳句の魅力について語
る会長の松本一雄さん

①自己紹介
　母と妻と娘の４人家族です。小学生時代
からサッカーを続けており、現在ＪＯＳＥ
というチームで週１回練習をしています。
②今後チャレンジしたいこと
　愛車であるアメ車を今後も乗り続けてい
きたいので、お金をさらに貯めて、グレー
ドの高い車を手に入れたいと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　観光スポット、建造物、人物、イベント
など、どれか一つでもよいので、今以上に
全国的に有名になり、中野市を主張できる
ような取り組みをしてほしいと思います。
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有料広告欄

次回申込期限　１月 30 日㈮  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　３月５日㈭ 発行の３月号～
ホームページ掲載日　３月１日㈰～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

音声告知グループ放送について
　初期段階で登録したグループ（各区、学校、保育園等）の放送について
は、順次試験放送、本放送が開始されています。
　グループ放送については、任意のグループ（団体等）の登録も可能で、
グループ内の行事等の周知などにご利用いただけます。
　この任意のグループ登録申請を次のとおり受け付けますので、是非、ご
利用ください。
■申請方法
　所定の用紙に「放送責任者（代表者）の氏名、住所、連絡先」「グルー
プ名」「グループに登録する端末機の情報（氏名、住所、電話番号、端末
機番号）」「放送目的」等を記入のうえ政策情報課へ提出してください。
　所定の用紙は、政策情報課まで請求してください。
■申請要件
　①放送責任者の世帯等に音声告知端末機が設置されていること。
　②グループに登録する端末機台数が10台以上であること。
　③１月あたりの利用回数が１回以上予定されていること。
■放送内容については、次に該当する内容は放送できません。
　①特定の個人または団体を中傷もしくはひぼうする内容のもの。
　②グループの放送目的と関係しないもの。
■放送方法
　一般の電話や公衆電話、携帯電話から放送の登録を行ないます。
　放送の登録方法は、マニュアルに従った操作で簡単に行なえます。
※詳しくは、お問い合わせください。

　定時放送は、毎日朝晩２回放送していますが、まだ聞こえないとい
う問い合わせが多く寄せられています。
　申し込み時に「官公署からのお知らせ」「定時放送」を希望されて
いない場合は、定時放送は聞こえません。
　定時放送を希望の方は、お手数ですが、随時、登録を受け付けてい
ますので、政策情報課までご連絡ください。

問　政策情報課情報係（内線217）

『特別慰労品』の請求はお済みですか？
　恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の「ご本人」に

『特別慰労品』を贈呈しています。（遺族は対象外）「引
揚者」は、終戦の日まで引き続き１年以上外地で生活し
ていて、戦後引き揚げてきた家族全員の方が対象です。
請求期限　3月31日㈫　
※資格要件等、詳しくは直接お問い合わせください。
独立行政法人平和祈念事業特別基金
フリーダイヤル　０１２０－２３４－９３３
問　福祉課厚生保護係（内線255）
　　豊田支所地域振興課市民生活係（内線133）

　空き住宅および２月から４月まで
に明け渡しのあった市営住宅の入居
者を募集します。
募集期間　１月19日㈪まで
募集住宅　東山、泉、長元坊、小田
中、城下の各市営住宅
抽選日時　１月22日㈭　午後２時
会場　市民会館45号会議室
選考方法　公開抽選により入居順位
を決定します。
※入居資格や申込方法など、詳しく

は直接お問い合わせください。
　また、現在空いている部屋につい

ては室内を見る事ができます。
問　都市計画課建築住宅係（内線273）
　　豊田支所地域振興課振興係（内線152）

市営住宅入居者募集

　悪質商法などの消費者トラブルで
悩んでいませんか？
　弁護士・司法書士による無料相談
会が開催されますので、この機会に
ぜひ相談窓口へお出かけください。
　面接は予約制で行いますので、事
前に予約先までお電話ください。
期日　１月21日㈬
時間　午前10時～午後５時
会場　長野消費生活センター（長野

消費生活トラブル
無料相談会

　今年は、落語家の林家花丸さんの
講演会を開催します。
　落語という古典芸能から見た男女
共同参画を落語を交えながら、楽し
くわかりやすくお話しいただきます。
　お気軽にお出かけください。
期日　１月17日㈯
時間　午後１時40分～３時30分
会場　中央公民館　講堂（入場無料）
演題　「男女共同参画」
　　　～前向きにまるく考える～
問　男女共同参画推進室(内線254)

「共にいきいき市民のつ
どい」開催

電子証明書を取得して、e-Tax を利用しませんか
　平成20年分の所得税の確定申告書の提出を、納税者本人の電子証明書を利
用して、３月16日㈪までにe-Tax（国税電子申告・納税システム）で行う場
合、所得税額から最高5,000円の控除を受けることができます。（平成19年
分の確定申告で、この税額控除の適用を受けた方は受けられません）
●電子証明書の取得方法
　住民票のある市区町村の窓口で住民基本台帳カード（住基カード）を入手
し、申請書等を提出して取得できます。（発行手数料がかかります）
　その際、本人確認書類として運転免許証など写真付きの証明書が必要です。
●電子証明書の他に準備するもの
　「公的個人認証サービス」の電子証明書は住基カードの中に入れますの
で、ICカードリーダライタという住基カードの情報を読み取るための装置が
必要です。ICカードリーダライタは家電量販店やインターネット販売で購入
できます。（参考価格：2,500～4,000円程度）
■詳細な情報については、次のホームページをご覧ください。
【住基カード】http://juki-card.com/index.html
【電子証明書（公的個人認証サービス）】http://www.jpki.go.jp/index.html
【ICカードリーダライタ】http://www.jpki-rw.jp/
【e-Tax（国税電子申告・納税システム）】http://www.e-tax.nta.go.jp/
【e-Tax確定申告特集ページ】http://www.nta.go.jp/tetsuzuki/shinkoku/shotoku/tokushu/
※住基カード、電子証明書の取得方法の詳細についてはお問い合わせください。
問　市民課窓口係（内線236）

中野市民スキー大会
参加者募集
期日　２月22日㈰
会場　牧の入スノーパーク（現地集合）
時間　午前８時15分～受付
　　　午前９時15分～開会式
参加資格　市内に在住・在勤・在学
（小学校３年生以上）の方
競技種目　大回転
競技区分　（全13区分）
小学校低学年（３・４年生）①女子
②男子、小学校高学年（５・６年
生）③女子④男子、中学生⑤女子⑥
男子、⑦青年男子（20歳未満）、⑧
一般女子、⑨成年男子１部（20歳以
上30歳未満）、⑩成年男子２部（30
歳以上40歳未満）、⑪壮年男子１部
（40歳以上50歳未満）、⑫壮年男子
２部（50歳以上60歳未満）、⑬壮年
男子３部（60歳以上）
※年齢は平成21年１月31日を基準
参加料　
大人　 2,000円、
中学生 1,500円、
小学生 1,000円
（傷害保険料込、リフト代別）
申込期限　１月31日㈯
申込方法　参加料を添えて、市民体
育館内大会事務局またはマツヤス
ポーツへお申し込みください。
問・　　市民体育館内大会事務局　
　　　　☎（26）３５７２
問申

保健所庁舎１階）
問い合わせ・予約先　
長野消費生活センター
☎０２６（223）６７７７
　
市の消費生活相談窓口でも、

消費者トラブルに関する相談を
随時受け付けています。
　お気軽にご相談ください。
問　市民課生活交通安全係
　　（内線238）
　　豊田支所地域振興課市民生活
　　係（内線132）
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2月2日㈪は平成20年度市県民税第4期と国民健康保険税第7期の納期限です。お忘れなく。

１月22日㈭までの縦覧期間中に、縦覧場所で受け付けま
す。
＜提出先・問い合わせ先＞
長野県都市計画課　〒380-8570　長野市大字南長野字幅
下692-2　（☎０２６（235）７２９８）
中野建設事務所整備課　〒383-0022　中野市中央一丁目
4-19　（☎（22）３４２６）
中野市役所都市計画課　〒383-8614　中野市三好町一丁
目3-19　（☎（22）２１１１）

都市計画道路相生町線の計画変更案の縦覧のお知らせ
　県では、都市計画変更案について都市計画法第17条の
規定により、下記のとおり縦覧を行います。
期間　１月８日㈭～22日㈭
時間　午前８時30分～午後５時15分（土日、祝日を除く）
場所　長野県都市計画課、中野建設事務所整備課、　
　　　市役所都市計画課　
意見書の提出について　
　この案について意見のある場合は、縦覧期間中に知事
宛に意見書を提出することができます。意見書の提出は

スギヒラタケの摂取について
　農林水産省による研究により、ス
ギヒラタケの成分が急性脳症発症の
原因となる可能性を示唆する成果が
得られました。
　今後も腎機能の低下していない方
も含め、スギヒラダケの摂取を控え
ていただきますようお願いします。
問　農政課耕地林務係（内線251）

交通事故相談所をご利用ください
　県では、専門スタッフが交通事故の相談を行っています。
　交通事故のことで困っている方は、どなたでもお気軽
にご相談ください。
【相談事例】
・損害賠償の請求は、どうすればいいですか。
・過失割合や賠償額はどのように決まるのですか。
・示談はどうやって進めればよいのですか。
・治療にかかる費用を、労災保険や社会保険で利用でき
ますか。

・調停や裁判の手続は、どうしたらよいのですか。
など交通事故に関することなら何でも受け付けています。
相談会場　長野本所（長野保健所内）　
　　　　　長野市岡田町98-1
相談時間　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時
※相談内容の秘密や個人情報は固く守られます。
問　長野県交通事故相談所　長野本所
　　☎０２６（235）７１７５

◎定額給付金の給付をよそおった詐欺や個人情報の詐取にご注意を！	
　定額給付金制度については、まだ、制度概要が決まっていませんが、給付
金の給付をよそおった「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」などの犯罪が
懸念されています。
【市職員が次のようなことをすることは絶対ありません！】
・ＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）の操作をお願いする。	
・「定額給付金」のために、手数料などの振り込みを求める。	
・現時点で、市民の皆さんの世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会する。
　自宅や職場などに上記のような市職員などをかたった電話がかかってきた
り、郵便物が届いたら、迷わず、下記へご連絡ください。		
◎オレオレ詐欺にご注意ください	【主な手口と対策】
①携帯電話の番号が変わったと事前に連絡してくる。
　⇒電話を切ったらすぐに”以前の”携帯電話番号にかけて確認しましょう！	
②声が小さくぼそぼそ話して元気がない、風邪を引いたような素振りをする。	
　⇒心配させて、声が違うことを疑わせないための手口です！
③後日「トラブルにあっているので、今日中にお金を振り込んでほしい」と
　いう電話がかかってくる。
　⇒言われるまま一人で判断せず、家族や警察、市役所に相談しましょう！	
　※「振り込み」だけでなく、現金を小包やバイク便で送るように指示する
　　手口も急増しています。
問　市民課生活交通安全係（内線238）、中野警察署　☎（26）０１１０

～振り込め詐欺の被害に遭わないために～

　総務省統計局・長野県では、完全
失業率など、雇用・失業の実態を明
らかにすることを目的として、「労
働力調査」を毎月実施しています。
　選定された世帯には、県知事が任
命した調査員が伺いますので、調査
のご協力をお願いします。
　この調査は、総務省統計局・長野
県が主体となって行います。詳細に
ついては、総務省ホームページをご
覧いただくか、長野県情報統計課ま
でお問い合わせください。
総務省統計局ホームページ　http://
www.stat.go.jp/data/roudou/index.htm
問　長野県情報統計課
　　☎０２６（232）０１１１

「労働力調査」のお願い

　屋外広告物条例の規定による講習
会が次のとおり開催されます。
期日　１月29日㈭
会場　長野県庁議会棟１階講堂
対象者　これから屋外広告業を営も
うとする者、営業所に講習会の修了
者等を置こうとする者等
受講料　3,500円（長野県収入証紙
による）
申込方法　１月16日㈮までに下記問
い合せ先に申込書を提出
問　北信地方事務所建築課
　　☎（22）３１１１

屋外広告物講習会 奨学生の募集
　市では、高等学校、大学、短期大
学、高等専門学校および専修学校に
進学または在学する方（通信制、通
信教育を除く）に奨学金を貸与します。
貸与の要件　市内に引き続き１年以
上居住していたこと、経済的理由に
より就学困難であること等
募集人員　８名程度
募集締切　４月24日㈮
問　学校教育課総務係
　　☎（38）３１１２

　住民登録は、氏名、生年月日、性
別、住所、世帯主との続柄などが記
録され、国民健康保険、国民年金、
児童手当など各種行政サービスの基
礎となっています。
　行政サービスを確実に受けられる
ようにするため、引っ越しなどによ
り住所を移した場合は、速やかに住
民登録の届出を行ってください。
　また、現住所で住民登録をしてい
ない方や登録が抹消されたままの方
は、正しい住民登録が必要となります。
　なお、家庭内暴力等の被害者の方
は、お申出によって、新たな住所地
でも住民基本台帳の閲覧等を制限で
きます。
問　市民課窓口係（内線236）

住民登録は正しく行われ
ていますか？

期日　２月15日㈰
時間　午前８時30分から
会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター
種目
①一般男子の部（高校生以上の男性）
②一般女子の部（高校生以上の女性）
③子どもの部（小学生または中学生
で男女は問わない。ただし、平
成20年４月１日現在の年齢合計
が65歳以内とします）
チーム編成　選手６名・交代要員２
名以内とします。１人で２チーム以
上に参加することはできません。
参加資格　市内に在住または在勤の方
申込期限　２月２日㈪午後５時まで
参加費　１チーム1,000円
問　Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　☎（38）３８００
　　スポーツ振興課振興係
　　（内線364）

第4回Ｂ＆Ｇ財団会長杯
綱引き大会参加者募集

　昨年から続いた灯油代の急騰に対
応するため、低所得世帯に対し購入
費の一部として10,000円を助成し
ています。
　対象者など詳しくは、広報なかの
平成20年11月号に掲載してあります。
　該当すると思われる方で、まだ申
請されていない方は、早めに申請い
ただくようお知らせいたします。
問い合わせ先
★あったか福祉灯油
市役所福祉課厚生保護係（内線295）
市役所健康長寿課長寿支援係
【中野保健センター内】(内線243）
豊田支所地域振興課市民生活係(内線130）
★子育て灯油
市役所子育て課子ども支援係（内線356）
豊田支所地域振興課市民生活係(内線130）

あったか福祉灯油
子育て灯油 申請受付中！

住宅瑕疵担保履行法
今から準備が必要です！
　新築住宅については、平成12年４
月施行の「住宅品質確保法」に基づ
き売主および請負人に対し10年間の
瑕疵担保責任を負うことを義務付け
ています。
　この瑕疵担保責任の履行を実現す
るための裏付けとなる資力確保を事
業者（建設業者、宅地建物取引業

者）に義務付ける法律が制定されま
した。
　平成21年10月１日以降に引き渡さ
れる住宅には、法律により、事業者
に保険への加入か補償金の供託措置
が義務付けられます。
　なお、保険加入の場合は、工事期
間中に検査を行うため、事業者の皆
さんは着工前の申し込みが必要です。
問　長野県住宅課企画係
　　☎０２６（235）７３３９（直通）

交付額
⑴ハード事業　　　…３分の２以内
⑵ソフト事業　　　…10分の10以内
対象団体　市町村、広域連合、一部
事務組合、公共的団体等　
応募期限　２月４日㈬
※対象事業、応募方法など、詳しく
はお問い合わせください。
問　北信地方事務所地域政策課
　　☎（23）０２０１
　　政策情報課政策推進係（内線401）

県「地域発	元気づくり支援金」
平成21年度事業の募集
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心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談・ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　１月１3日㈫、２月１0日㈫、３月１0日㈫
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前9時～１１時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線2１１)

定期健康相談
①日時　毎週水曜日　午前１0時～１１時30分
　会場　中野保健センター
②日時　毎月第１木曜日　午前１0時～１１時30分
　会場　豊田保健センター
問　　健康長寿課健康管理係(内線242)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　１月１5日㈭　午前１0時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時30分
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前１0時～１１時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005

館収蔵民具展　「くらしと文化」
３月22日㈰まで
館蔵する民具の中で、生活道具および生業に関する
道具を中心に展示しています。

中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム  ㊡月曜日 ☎ 22-4801

常設展「いろいろの自然　いろいろの人」
所蔵作品の中から、さまざまな表情を見せる自然や
人の姿を描いた作品を展示しています。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718

田中ゆきひと・干支福のれん展
１月3１日㈯まで　
たかやしろ土と炎の会　会員展
１月１4日㈬～25日㈰
琴・三味線・尺八　ミニ演奏会
１月１8日㈰　午後１時から（入場無料）

展示 展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」（平日午前８時30分～午後５時15分）

☎０５７０－０５－１１６５

新成人の皆さん　忘れずに
国民年金の手続きをしましょう

 義務と権利 
　日本国内にお住まいの20歳から60歳までのすべ
ての方は、国民年金に加入して保険料を納付する
義務があり、年金を受け取る権利があります。
 加入の手続き 
　学生や自営業者などの第１号被保険者となる方
は、市役所国民年金窓口で手続きをしてください。
　サラリーマンや公務員などの第２号被保険者や
その方に扶養される配偶者の第３号被保険者の方
は、勤務先の事業所が加入手続きを行います。
 保険料の猶予・免除 
　収入が少ないために保険料の納付が困難な場合
は、申請により保険料の納付が猶予・免除となる
制度があります。この申請を行わないまま保険料
が未納となっていると、将来の老齢年金や万が一
のときに障害年金・遺族年金を受け取ることがで
きない場合がありますのでご注意ください。
問　長野北社会保険事務所　☎026（244）4１00

◎今年は“ウチから暖めよう”「うちエコ！」生活
　家庭から排出される二酸化炭素（ＣＯ２）の排出
量が増加しています。この主な原因として、一人
暮らしや核家族化が進んだことによる世帯数の増
加、一世帯あたりの家電製品保有数が増えたこと
による電気使用量の増加などが考えられます。
　環境省では「ＷＡＲＭＢＩＺ（ウォーム ビズ）」
の取組みを「オフィス」から「家」に広げ、衣食住
を通じて「家（うち）」の中からできる温暖化対策、
名付けて「うちエコ！」を推進しています。
　過度な暖房に頼らず自らあたたかさを創り出す
さまざまな「うちエコ！」で過ごしてみましょう。
◎寒い冬、食の「うちエコ！」でＣＯ２削減
　冬の食事は体の中から温まる食材や調理方法を
工夫してみましょう。例えば、サラダに温野菜を
使う、味付けに発汗作用のある唐辛子を加える
などは体を温めやすくします。体が温まると血行
がよくなるので、女性の冷え性にも効果的です。
　そして、冬の定番といえば「鍋」。一つの部屋
で熱い鍋を囲めば、暖房温度を低くできますし、
無駄な電気を使わずに済みます。何より、家族や
友人との食事は心まで温かくなりますよね。

シリーズ 地球温暖化�

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット★
五月人形★鏡台★ピアノ★電動自転車★エレクトー
ン★中古ノーマルタイヤ★電動車イス★拡大読書機
★天ぷら鍋★味噌桶★人形ケース★本箱★オルガン
★洋風リビングこたつ（イス４脚、こたつ布団付）
★スチームオーブンレンジ★チャイルドシート★小
動物用ケージ★編み機★洗濯機

★ノートパソコン★ＤＶＤプレーヤー★カラーボッ
クス★バドミントンラケット★スキーセット（子供
用）★掃除機★車いす★８ミリビデオカメラ★人
形ケース★自転車★冷蔵庫★園芸用アルミ三脚★
加湿器★電子ピアノ

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線２３８）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(12月22日現在)

人口
と
世帯

人　口 46,122 人 ( － 2)
男 22,239 人 ( ＋ 10)
女 23,883 人 ( － 12)

世　帯 15,064 戸 ( ＋ 16)
平成20年12月１日現在　(国勢調査を基に推計）

歴史民俗資料館、中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム、中野陣屋・県庁記念
館の展示案内です。是非、ご覧ください。

ご寄付　ありがとうございました
　　（平成20年１１月27日～１2月26日）

・ふるさと寄附金　医療・福祉のため　福祉バザー収益
金　現金5,650円　＜上小田中公民館分館　様＞

・生徒会活動による資金で絵本を購入して贈り、校区内
の保育園との交流を図るため　絵本全７巻　

　＜中野平中学校ふれあい委員会　様＞
・ふるさと寄附金　医療・福祉のため　現金50,000円

＜京都府宇治市　藤澤　秀治　様＞
・ふるさと寄附金　市長が選定する政策のため　バザー
　の収益金　現金33,000円　＜西江部公民館分館　様＞
・ふるさと寄附金　市長が選定する政策のため　
　現金55,000円　＜埼玉県所沢市　池田　和收　様＞
・長丘小学校図書充実のため　現金100,000円
　＜壁田　武田　亥佐雄　様＞
・保育園児の保育用品代として　図書カード20,000円分
　＜科野地区社会福祉協議会　様＞
・保育園児の保育用品代として　図書カード15,000円分
　＜倭地区社会福祉協議会　様＞
・ふるさと寄附金　市長が選定する政策のため
　現金20,000円　＜東京都調布市　柳澤　茂美　様＞
・高野辰之記念館の所蔵品として　高野辰之関係書簡１
　通（額装）　＜須坂市旭ヶ丘　古田　のり　様＞



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　歌や踊りが得意で、ピアノを
弾いたり、絵を描くことが大好
きです。ラーメンときゅうりが
大好物です。誰にでも優しい子
に育ってほしいと思います。
（大井賢治・康子さん　上小田中）

（３歳２か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成21年1月8日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／１月20日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成20年９月生まれ
※３か月健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で
就学前の１年間(保育園、幼稚
園の年長児)
第４期＝高校３年生に相当す
る年齢の者（18歳になる年度
の１年間）
※毎月実施しています(無料)の

で、接種される前月に実施医
療機関へ予約してください。

平成21年１月号 28

マタニティクラス
期日／２月５日㈭
時間／午後１時15分～４時
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　歯ブラシ
内容／母と子の歯の健康、もく浴演
　　　習・妊婦体験、チャイルドシ
　　　ート装着について

いきいき健康講座
　中野市では、年々血糖値の高い方
が増えてきています。そこで「いき
いき健康講座」と題し、糖尿病予防
についてシリーズで講演会を開催し
ます。血液の中に糖が多いとなぜ困
るのでしようか。糖とインスリンの
関係について学んでみませんか？
＜糖尿病予防シリーズ①　病態編＞
期日／１月19日㈪
時間／午後6時20分から
会場／中野保健センター　会議室
演題／「糖尿病にならないために」
講師／北信総合病院　南茂医師
＜糖尿病予防シリーズ②　運動編＞
期日／１月28日㈬
時間／午後１時20分から
会場／中野市北部公民館　講堂
演題／「糖の消費力アップ大作戦！」
講師／㈶長野県健康づくり事業団健
　　　康運動指導士
＜糖尿病予防シリーズ③　食事編＞
期日／２月10日㈫
時間／午後１時20分から
会場／中野市豊田文化センター２階
　　　会議室
演題／「食べ物と血糖の関係」
講師／市役所健康長寿課管理栄養士

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時40分

<中野保健センター>
１月13日㈫…日野、延徳、平野、
　　14日㈬…高丘、長丘、平岡、
　　　　　　科野、倭、豊田
　　　　16日㈮…中野
対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児
（20～56日の間隔で３回接種） 
Ⅰ期追加＝１歳6か月～３歳の

幼児（Ⅰ期初回終了後12～18
か月に１回）

※７歳6か月未満まで接種可能

大井　楓
ふづき

月ちゃん

【受付時間が変わりました】

健診名 健 診 日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

１月20日㈫ 20年９月生まれ

７か月
健　診 １月21日㈬ 20年５月生まれ
１　歳
6か月
健　診

１月23日㈮ 19年6月生まれ

２　歳
健　診 １月19日㈪ 18年12月生まれ
３　歳
健　診 １月22日㈭ 17年12月生まれ

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

乳幼児健康診査
【受付時間が変わりました】

　歯石を取ることは、歯周病予防・
治療にとって大切なことです。定期
的に（年に１回程度は）歯科医院で
歯と歯ぐきのチェックをしてもら
い、歯石をとってもらいましょう。
　歯石を取ると、赤くはれて出血し
やすかった歯ぐきの炎症が改善し、
ひきしまった歯ぐきになります。
（協力：中高歯科
　医師会）

心の健康相談
期日／２月12日㈭
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
※希望者は、２月10日㈫までに市役所

健康長寿課へお申し込みください。

歯の知識（歯石）

小児救急電話相談
「＃８０００」ご利用ください

「こどもの救急」をご活用ください

　子どもの夜間の急な病気やけがの相談
に経験豊富な看護師などが応じます。
※アナログ回線、携帯電話、ＩＰ電話

の場合は☎0263(72)2000へ
※相談日時　毎日午後７時～11時

　夜間や休日など診療時間外に、受診
すべきか判断する目安を提供する、日
本小児科学会のホームページです。救
急外来の受診前にご確認ください。
ホームページアドレス
http://www.kodomo-qq.jp/

お忙しいところ恐縮ですが、12 月 26 日㈮正午までに校正をお願いいたします。　庶務課秘書広報係
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。

１　農業委員会だより

平成 21 年１月8日
第 37 号

農業委員会の業務内容等
１　農業生産力の発展および農業経営の合理化を図り、農民の地位の向上に寄与するため、農業委員
　会は地域の農地の保全、管理などに関する一切のことを行っています。
２　農業委員は、選挙による委員さんと市町村長が推薦する委員さんで構成されています。
３　主な内容は、農地法に関する許認可（住民に身近な行政事務処理「独立しています」）。市町村
長へ「農業者の為の施策などを予算計上」をお願い。上部組織である「農業会議所」を通じ、国・
県へのお願い、施策の批判など。行政・ＪＡ・県および農業会議と協力し、農業者の相談窓口とな
り、意見集約や橋渡し。
中野市農業委員が取り組んでいる主な事等
　イ　農地法に関する「許可・意見・承認」など。
　ロ　遊休荒廃地対策として、菊芋による栽培研究、製品開発など20年度から実施。
　ハ　農地パトロールにより、違反転用、耕作状況の確認。
　二　北信６市町村の中核市として、近隣市との情報交換。
　ホ　農業委員の身分は、非常勤公務員扱いとなり、公務員法の適用の一部を受ける。
　へ　委員会への決定事項は、全て会長が担うこととなる。
　中野市農業委員は選挙委員23名、推薦委員８名（議会より４名、土地改良区より１名、ＪＡより２
名（中野市１・みゆき１）、農業共済より１名）の31名で、任期は１期３年です。
　代の数え方ですが、合併後で数えます。平成17年が第１代、平成18年４月から21年３月までが第２
代です。今年選挙する委員さんは第３代となります。



農業委員会だより　２
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た
。

　

私
が
中
学
生
の
時
、
え
の
き
茸

栽
培
が
大
流
行
し
、
父
も
取
り
組

み
ま
し
た
。
日
曜
日
と
も
な
る

と
、
姉
と
二
人
菌
付
け
作
業
な
ど

色
々
な
仕
事
を
手
伝
わ
さ
れ
た
た

め
、
と
に
か
く
私
は
農
業
が
大
嫌

高
橋
　
美
代
子
　
委
員

　
　

農
業
委
員
会
長
代
理

　
　
　
　
　
　
海
野
　
鐵
治

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
災
害
の
な

い
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
の
農
業
施
策
に

課
題
が
多
か
っ
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
地
方
の
農
業
も

こ
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
「
中
野
地
方
の
戦
後
農
業
の

歩
み
・
鬼
灯
書
籍
発
行
」
を
前

農
業
委
員
の
武
田
富
夫
氏
が
執

筆
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
当
地

方
農
業
施
策
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
農
業
委
員
の
選

挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
二
月

二
十
二
日
告
示
、
三
月
二
日
投

票
の
日
程
で
す
。
有
権
者
は
、

昨
年
一
月
一
日
現
在
に
よ
り
選

挙
資
格
を
調
査
し
、
選
挙
人
名

簿
を
調
整
し
、
三
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
確
定
し
、
死
亡
者
を

修
正
し
た
名
簿
に
よ
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
英
知
に
よ
り
、
優

れ
た
農
業
委
員
が
選
出
さ
れ
、

当
市
農
業
の
振
興
・
発
展
に
尽

力
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

編
集

記
後

い
に
な
り
高
校
卒
業
と
同
時
に
東

京
へ
出
ま
し
た
。
し
か
し
、
山
や

川
、
青
空
が
忘
れ
ら
れ
な
く
二
年

で
舞
い
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
東
京

へ
出
た
事
で
農
業
へ
の
道
に
目
覚

め
、
果
実
栽
培
を
し
て
い
る
夫
に

巡
り
会
え
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
仕
事
を
し
て
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
の
中
に
、
「
大

嫌
い
だ
っ
た
農
業
」
「
こ
れ
か
ら

ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
農
業
」
を

知
り
た
い
と
い
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
期
目
は
女
の
私
に

は
辛
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

「
女
」
と
い
う
こ
と
で
偏
見
の
ま

な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
る
。
自
分
の

農
地
で
あ
っ
て
も
自
由
に
す
る
事

が
で
き
な
い
。
「
農
業
な
ん
て
も

う
だ
め
だ
。
」
と
い
う
委
員
自
身

か
ら
の
声
を
聞
い
た
と
き
、
す
ご

く
落
胆
し
、
農
業
情
勢
を
知
り
た

く
て
進
ん
だ
の
に
失
望
感
を
抱

き
、
「
こ
の
ま
ま
で
委
員
を
終
わ

り
た
く
な
い
。
自
分
に
は
何
も
残

ら
な
い
。
」
と
い
う
焦
り
を
感
じ

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
の
大
合

併
。
新
中
野
市
の
農
業
委
員
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト
は
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
事
務
局
の
方
の

「
農
業
委
員
は
、
農
業
者
の
為
に

働
き
、
農
業
者
の
為
に
あ
る
の
で

す
よ
。
」
と
い
う
言
葉
に
感
動
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
豊
田
地
区

で
の
農
業
者
年
金
の
推
進
は
十
三

年
ぶ
り
で
す
。
」
と
評
価
を
も

ら
っ
た
り
、
家
族
農
業
経
営
協
定

の
推
進
、
締
結
者
の
交
流
会
で
は
、

家
族
は
労
使
の
関
係
で
は
な
く
、

立
場
を
認
め
合
っ
た
経
営
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
事
。
農
業
者
の
有

り
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
中
野
市
の
農
業
委
員
に
な
り
、

学
ぶ
機
会
を
得
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
女

性
が
社
会
参
画
に
一
歩
前
へ
踏
み

出
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

「農業者年金」に加入しましょう！
～しっかり積み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を～
　★あなたの老後生活への備えは十分ですか。
　★年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
　★老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。
《加入要件》
　①20歳以上60歳未満
　②国民年金第１号被保険者
　③年間60日以上農業に従事する者
《保険料》
　　月額２万円から６万７千円の間で、千円単位で自由に選択で
　き、いつでも見直しすることができます。支払った保険料は、
　全額が社会保険料控除の対象となります。
《保証》
　　80歳までの保証がついた終身年金です。年金は亡くなるまで
　受給でき、もし80歳前にお亡くなりになっても、80歳まで受け
　取るはずの年金を死亡一時金として遺族が受け取れます。

　自分の年金原資を自分で積み立てる、積み立て方式ですので、
年金額が加入者、受給者の数に影響されない安定した年金制度と
なっています。

詳細な農業者年金の内容やご相談については、地元の農業委員、
最寄りのＪＡ、農業委員会事務局までお問い合わせください。

遊休荒廃地対策として「菊芋」を栽培してみませんか
　農業委員会では農地を活用できる作物として「菊
芋」の栽培普及に取り組んでいます。中野市の特産
物となってくれればと栽培方法や販路等も研究して
います。栽培は手間もかからず、いたって簡単で
す。「菊芋研究会」に入会し皆さんも栽培してみま
せんか。
　詳しい内容は、農業委員会事務局までお問い合わ
せください。
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～講師のしめ縄づくりを熱心に見学する受講生～

　
中
央
公
民
館
は
12
月
12
日
（
金
）
に
、

地
域
の
伝
統
文
化
を
学
び
、
後
の
世
代

に
も
継
承
し
て
い
く
た
め
の
機
会
と
し

て
「
し
め
縄
作
り
講
習
会
」
を
開
き
ま

し
た
。

　
講
師
の
大
宮
誠
吉
さ
ん
は
、
「
大
黒

じ
め
」
「
牛
蒡
じ
め
」
の
作
り
方
の
手

本
を
見
せ
た
後
、
受
講
生
一
人
ひ
と
り

に
話
し
か
け
な
が
ら
、
丁
寧
に
指
導
し

て
い
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
「
難
し
か
っ
た
け

ど
、
良
い
し
め
縄
が
で
き
た
」
「
こ
れ

で
、
来
年
は
き
っ
と
良
い
一
年
に
な
り

ま
す
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

あおぞら
　
元
旦
に
は
、
善
光
寺
に
家
族
で
参

詣
す
る
。
今
年
は
、
ど
ん
な
一
年
だ

ろ
う
か
、
い
い
年
だ
ろ
う
か
と
い
う

期
待
と
願
い
を
こ
め
て
、
お
み
く
じ

を
ひ
く
の
も
毎
年
の
こ
と
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
嘘
の
よ
う
な
本
当
の

話
な
の
だ
が
、
過
去
に
四
年
連
続
で
、

「
凶
」
を
引
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
一
年
目
は
、
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
周
囲

の
人
達
に
言
い
ま
わ
っ
た
。
二
年
目
は
、
な
ぜ

二
年
も
連
続
で
？
と
悩
ん
だ
。
三
年
目
は
、
二

度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
。

三
度
目
の
正
直
、
と
も
言
う
な
。
な
る
ほ
ど
と

納
得
。

　
そ
し
て
、
四
年
目
。
世
の
中
広
し
と
言
え
ど

も
、
四
年
も
連
続
で
凶
を
引
い
た
こ
と
の
あ
る

人
な
ど
い
ま
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
自
分
は
、

か
な
り
「
強
運
」
な
人
間
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
と
思
い
込
ん
だ
。
残
念
な
が
ら
、
宝
く

じ
が
当
た
る
こ
と
も
な
く
、
こ
れ
と
い
っ
て
運

が
い
い
な
ぁ
と
思
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
…
。

　
凶
の
み
く
じ
を
引
き
続
け
た
四
年
間
。
特
に

身
に
災
い
が
振
り
か
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

何
か
す
る
時
に
は
、
今
年
は
慎
重
に
や
ろ
う
と

少
し
意
識
し
て
気
を
つ
け
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
。
人
に
親
切
に
さ
れ
る
と
素
直
に
あ
り
が
た

い
、
と
思
え
た
し
、
感
謝
す
る
と
い
う
こ
と
も

知
ら
ぬ
間
に
覚
え
た
。

　
今
と
な
れ
ば
、
生
き
方
を
考
え
る
た
め
の
試

練
の
四
年
間
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
さ
え

思
え
る
。

　
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
時
の
流
れ
に
は
加
速

が
つ
い
て
い
く
よ
う
だ
。
一
日
、
一
月
、
一
年

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
。
新
し
い
年

に
な
れ
ば
、
気
持
ち
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
が
、

人
生
は
一
度
き
り
。
過
去
を
振
り
返
っ
た
と
き

に
恥
か
し
く
な
い
自
分
で
あ
り
た
い
と
願
う
。

　
悲
し
い
事
件
や
厳
し
い
社
会
情
勢
に
飲
み
込

ま
れ
そ
う
な
毎
日
だ
が
、
き
っ
と
い
い
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
と
念
じ
て
、
懲
り
ず
に
今
年

も
お
み
く
じ
を
ひ
き
ま
す
。   

　
　
（
清
水
）
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◦
第
36
回
芸
能
祭

・
グ
ル
ー
プ
紹
介

中
央
公
民
館

し
め
縄
づ
く
り
講
習
会

伝統文化の継承



２

中野市総合文化祭
　

当
初
の
日
程
よ
り
約
１
ヶ
月
半

後
の
12
月
13
日
、
冬
と
は
思
え
な

い
暖
か
な
天
気
の
中
「
第
36
回
中

野
市
総
合
文
化
祭　

芸
能
祭
」
が

中
野
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　

こ
の
芸
能
祭
は
中
野
市
文
化
芸

術
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
芸
能
部

門
団
体
の
発
表
の
場
と
し
て
毎
年

秋
に
開
催
し
て
い
る
。

　

今
年
は
20
団
体
が
出
演
し
、
舞

踊
、
謡
曲
、
詩
吟
、
民
謡
、
歌
謡
、

太
鼓
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
落
語
、
ダ

ン
ス
、
バ
レ
エ
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
で
日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露

し
た
。

　

午
前
10
時
開
演
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
沿
っ
て
熱
演
が
続
き
、
約
900

名
の
来
場
者
は
目
を
凝
ら
し
耳
を

澄
ま
せ
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
、
熱
い

声
援
や
拍
手
を
送
っ

た
り
、
一
緒
に
歌
を

口
ず
さ
む
な
ど
楽
し

ま
れ
、
会
場
は
終
日
、

華
や
い
で
い
た
。

　

出
場
団
体
の
皆
さ

ん
は
、
地
域
の
行
事

や
老
人
福
祉
施
設
な

ど
で
芸
を
披
露
さ
れ

る
ほ
か
、
大
会
に
出

場
し
た
り
発
表
会
を

開
催
す
る
な
ど
活
躍

の
場
を
広
げ
、
研
鑽

を
重
ね
て
こ
ら
れ
て

い
る
。

　

芸
能
祭
は
３
歳
か

ら
80
歳
代
の
年
齢
幅
の
あ
る
皆
さ

ん
が
同
じ
晴
れ
舞
台
で
芸
の
花
を

咲
か
せ
合
う
生
涯
学
習
発
表
の
場

で
あ
る
と
共
に
、
観
客
で
あ
る
市

民
と
共
に
文
化
芸
術
を
讃
え
合
う

素
晴
ら
し
い
場
で
も
あ
る
。

　

中
野
市
総
合
文
化
祭
は
中
央
公

民
館
を
事
務
局
に
、
参
加
団
体
の

協
調
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
芸
能
祭
に
参
加
体
験
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
会
員
の

活
動
は
中
野
市
の
文
化
芸
術
の
源

と
し
て
大
き
な
力
を
発
信
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
た
。
ま
た
「
変
動

の
激
し
い
世
で
あ
る
が
こ
ん
な
時

に
こ
そ
文
化
芸
術
を
通
し
、
落
ち

着
き
の
あ
る
豊
か
な
生
き
方
を
」

と
の
主
催
者
の
挨
拶
の
こ
と
ば
が

深
く
心
に
落
ち
た
。

「
芸
能
祭
に
参
加
し
て
」

華
や
い
だ 

第
36
回 

芸
能
祭

昔懐かしいハーモニカの音色

華々しいバレエの演技

編集委員
の

体験取材
編集委員
の

体験取材

虚無僧の姿で尺八を吹く出演者
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公民館グループ紹介
公
民
館
に
行
く
と
何
か
に
会
え
る
…

自
然
や
人
に
触
れ
合
え
る
。

色
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

昨
年
、
西
部
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
講
座
」

に
参
加
し
た
受
講
生
を
中
心
に
新

し
い
サ
ー
ク
ル
と
し
て
誕
生
し
た

の
が
「
中
野
吹
き
矢
愛
好
会
」
。

　

15
名
で
発
足
し
た
サ
ー
ク
ル
も

今
で
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

協
会
公
認
指
導
員
の
中
嶋
研
二
先

生
を
指
導
者
に
会
員
が
18
名
、
毎

月
２
回
、
西
部
公
民
館
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

吹
き
矢
は
32
㎝
四
方
の
ウ
レ
タ

ン
製
の
的
に
120
㎝
の
細
長
い
筒
に

12
㎝
程
度
の
矢
を
入
れ
て
、
「
ふ

っ
」
っ
と
吹
い
て
矢
を
飛
ば
す
、

呼
吸
を
用
い
た
数
少
な
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
吹
き
矢
は
矢
で
的
を
射

る
と
い
う
一
種
の
標
的
競
技
で
す

が
、
そ
の
運
動
効
果
は
自
律
神
経

の
強
化
、
脳
の
活
性
化
、
集
中
力

お
よ
び
持
続
力
の
増
強
、
心
肺
機

能
の
向
上
、
計
算
機
能
向
上
、
空

咳
に
よ
る
消
費
カ
ロ
リ
ー
の
向
上

な
ど
の
効
果
を
得
る
と
と
も
に
、

ス
ト
レ
ス
発
散
、
ル
ー
ル
、
マ
ナ

ー
の
遵
守
に
よ
る
し
つ
け
の
向
上

な
ど
が
期
待
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

年
齢
層
に
と
ら
わ
れ
ず
、
仲
間

同
士
が
良
い
意
味
で
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

“
人
間
健
康
に
勝
る
も
の
な
し
〟

　
　
　

（
Ｍ
・
Ｈ
）

特 集

　

北
海
道
に
「
道ど
う

南な
ん

口く

説ど
き

」
と
い

う
民
謡
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
節

の
悪
い
の
は
師
匠
な
い
せ
い
だ

よ
」
と
言
う
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

し
か
し
こ
の
唄
は
「
ソ
ー
ラ
ン

節
」
等
と
並
ん
で
北
海
道
の
代
表

的
な
民
謡
と
な
っ
て
い
る
。

　

わ
が
中
野
俳
句
会
も
五
十
有
余

年
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
る
が
、
先

生
を
持
っ
た
こ
と
は
な
い
ら
し
い
。

24
名
の
会
員
諸
氏
は
五
・
七
・
五

と
季
語
、
切
れ
、
と
い
う
三
原
則

の
中
で
楽
し
く
創
作
し
て
い
る
。

　

月
一
回
の
例
会
で
は
持
ち
寄
っ

た
作
品
の
中
か
ら
最
も
感
銘
を
受

け
た
も
の
を
全
員
で
選
ぶ
互
選
で

あ
る
。
そ
し
て
自
由
に
感
想
を
述

べ
合
う
。
「
選
は
創
」
と
い
う
先

達
の
有
名
な
言
葉
の
実
践
で
あ
る
。

ス
リ
ル
と
勉
強
の
場
で
あ
る
。

　

し
か
し
年
一
回
の
軌
道
修
正
は

あ
る
。
教
室
を
持
つ
先
生
や
ら
中

央
と
直
結
し
て
い
る
先
生
方
に
お

願
い
し
て
指
導
を
仰
ぐ
。
平
成
21

年
に
は
第
58
回
と
な
る
「
中
野
土

び
な
俳
句
大
会
」
で
あ
る
。
近
隣

を
交
え
400
句
程
寄
せ
ら
れ
る
春
の

一
大
行
事
で
あ
る
。　
　

　

は
や
く
道
南
口
説
の
よ
う
に
人

口
に
膾か
い

炙し
ゃ

さ
れ
る
会
に
発
展
す
る

こ
と
を
願
い
楽
し
く
頑
張
っ
て
い

る
仲
間
達
で
あ
る
。

『
中
野
吹
き
矢
愛
好
会
』

『
中
野
俳
句
会
』

　

中
野
市
の
４
公
民
館
で
は
、
様
々
な
グ
ル
ー
プ
が

活
動
し
て
い
ま
す
。「
何
か
や
っ
て
み
た
い
・
何
処

に
聞
い
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
方
は
、公
民
館
（
中

央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
）
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

お し
ら せ

講師の指導を受ける会員

中野俳句会のメンバー

～
西
部
公
民
館
～

～
中
央
公
民
館
～



中
央
公
民
館

講座名 日　時 場 所 講　師 備　　考

やしょうまづくり
 2/1㈰ 10:00 ～ 13:30

 2/9㈪ 10:00 ～ 13:30

中央公民館
料理実習室  原 　 楫 先生

＜定員＞各30名
＜材料費＞300円 
＜持ち物＞エプロン、三角巾
　ふきん、タッパー
＜申込み＞1月13日㈫から

近代文学講座
「啄木の歌 妻の歌」

2/21 ㈯ 13:30 ～ 15:30 中央公民館
　　　講堂

 近代文学研究者
 堀井 正子 先生

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要

北
部
公
民
館

ＫaQiLa（カキラ）
・2/2・2/9・2/16・
2/23
・3/2・3/9・3/16
　13:30～14:45
（ 全 ７ 回  毎 回 月 曜
日）

北部公民館  宮﨑栄子先生

＜定員＞25名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞飲み物、汗拭きタ
　オル、バスタオルかヨガ
　マット
＜申込み＞1月22日㈭12:30
　から

西
部
公
民
館

やしょうまづくり  2/7(土)10:00～12:00 西部公民館  原 　 楫 先生

＜定員＞20名
＜材料費＞300円 
＜持ち物＞エプロン、三角巾
　ふきん、タッパー
＜申込み＞1月13日㈫から

豊
田
公
民
館

 素敵にウォーキング
・1/20・2/3・2/17
　14：00～15：30
 (全3回 毎回 火曜日)

豊田公民館  斉藤 義人 先生
＜定員＞30名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞運動ができる服装
　運動靴、タオル、飲み物

自分史を
 書いてみませんか

・1/21・2/4・2/18
　14:00～16:00
 (全3回 毎回 水曜日)

豊田公民館  宮川 洋一 先生

＜定員＞10名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞筆記用具、思い出
　のある写真
＜申込み＞１月20日㈫まで

 絵手紙教室
・1/23・1/30・2/6
   2/13・2/20
 13:30～15:00
 (全5回 毎回 金曜日)

豊田公民館  市川 典子 先生

＜教材費＞160円
＜申込み＞１月16日㈮まで
＜持ち物＞絵具一式、筆（大・
　中・小）、書道用墨、書い
　てみたいモチーフ１～２点

信濃から夢に向かって  1/24(土)10:00～11:45 豊田公民館
 信濃クランセローズ

　

＜受講料＞無料
＜内容＞選手のトークショー
　　　　とサイン会

４

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

展　　示
中野短歌会の 短 歌 展中央公民館　展示コーナー

高齢者学級　講演会 シニア大学～公開講座のご案内～
演　題　「若さを保つ心とからだ」
講　師　嘉生　稀宗　先生
日　時　１月 29 日（木）10：00 ～ 11：30
場　所　豊田文化センター
申込み　不要　　　　受講料　無料

演　題　「短歌について」
講　師　信州大学名誉教授　滝澤　貞夫　先生
日　時　２月 12 日（木）13:30 ～ 15:00
  　　　　　　　　　　　　（受付 13:00 ～）
場　所　中央公民館 講堂
申込み　不要　　　　受講料　無料

【どなたでもお気軽にご参加ください】

関節～機能改善～
　　　　　楽になる！

梅澤敏明  投　手
中村一也  捕　手
町田孝行  内野手



５ 文化なかの /09.1

お問い合わせ先　中野市中央公民館　電話 22-2691　FAX 26-2342

■
中
央
公
民
館
文
化
講
演
会
■

八名 信 夫
こんにちは

で
す

●プロフィール●
　明治大学から東映フライヤーズ（現北海道日本
ハムファイターズ投手に、怪我のためプロ野球生
活を断念し映画俳優となる。
　昭和 58 年「悪役商会」を結成、「純情きらり」
（ＮＨＫドラマ）、「居酒屋ゆうれい」、ＣＭでは「ま
ずい！もう一杯」、「ＡＣ公共広告機構～他人の子
を叱ろう～」など多数に出演。
　岡山県出身
　昭和10年生まれ

町内から、頑固親父が消えてしまった。
怖いおじさんがいなくなってしまった。
昔は、学校教育があり、家庭の教育があり、もう一つ、町内の頑固おじさんの
教育があった。
ドナッて叱ってくれた教育があった。
一家に一人、一校に一人、町内に一人、真剣に叱ってくれる怖い父親や教師が
いていいはずだ。
怒るのではなく、叱ってやれ。
叱ると怒るとでは大違いだ。
愛情があるから、叱れるのだ。　　　八名信夫　著　「こんにちは　八名信夫です」より

や な のふ お

日時

場所
平成21年２月７日土  午後２時
中央公民館３階 講堂 入場無料

テーマ

愛情があるから
　 叱れるのだ



一
日
の
計
は
朝(

あ
し
た)

に
あ
り

　
　
　

 

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

　　　公民館報『文化なかの』  特集：中野市総合文化祭・公民館グループ紹介

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

小田中神社 /小田中（ぷう）

季節のコラム
花と季節の写真

募　  集
　

文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

　

宛
先
は
中
央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民
館

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

☎
２
２
・
２
６
９
１
（
有
線
２
０
６
９
１
）

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

霜柱 /一本木（月岡尚雄）

ブルーツリー /文化公園・創造館（メタ坊）

　

一
年
の
計
画
は
、
元
旦
の
朝
に
し
っ
か
り
立

て
て
お
く
と
、
一
年
間
は
計
画
ど
お
り
に
う
ま

く
い
く
と
い
う
。

　

世
の
中
の
流
れ
が
速
く
て
、
な
か
な
か
計
画

ど
お
り
に
は
進
ま
な
い
毎
日
。

　

夢
と
希
望
を
捨
て
な
い
で
、
一
日
一
日
を
充

実
し
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
、
改
め
て
年
の

初
め
に
思
う
。

Ｂ．Ｏ．Ｓ．Ｓ
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